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９
月
26

日
、
役
場

で
伊
勢
地

区
交
通
安

全
協
会
玉

城
支
部
主

催
の
交
通

安
全
ポ
ス

タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
表

彰
式
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
町

内
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
か
ら
募
っ

た
交
通
安
全
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
作
品

を
町
施
設
等
に
掲
示
す
る
こ
と
で
、
交

通
安
全
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
た
め
、

平
成
13
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。

今
年
は
、
計
２
８
３
点
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
、

芝
田
鈴
音
さ
ん
（
田
丸
小
５
年
）、
尾

㟢
里
奈
さ
ん
（
玉
中
２
年
）
の
２
名
、

優
秀
賞
に
７
名
、
優
良
賞
に
12
名
、
佳

作
に
21
名
の
み
な
さ
ん
が
入
選
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
受
賞
作
品
は
、
今
後
、
公
共

施
設
等
で
展
示
を
行
う
予
定
で
す
。

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

平
成
25
年
度

農
村
振
興
リ
ー
ダ
ー
研
修

防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品

玉
城
町
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰

９
月
27
日
、名
古
屋
市
内
で
「
農
地
・

水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業
」
に
取

組
む
活
動
組
織
の
代
表
者
等
を
対
象
と

し
た
農
村
振
興
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
（
東

海
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
な
か
で
、
冨
岡
の
土
と
水
、
環
境

を
守
る
会
（
代
表　

中
西
良
治
さ
ん
）
が

活
動
状
況
の
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

中
西
代
表
は
、
取
組
み
状
況
や
苦
労

さ
れ
た
事
例
な
ど
を
発
表
し
、
参
加
者

か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
町
内
で
は
こ
の
事
業
に
次
の

19
組
織
が
取
組
ん
で
い
ま
す
。

・
茶
屋
み
ど
り
の
会

・
冨
岡
の
水
と
土
、
環
境
を
守
る
会

・
山
神
資
源
環
境
保
全
会

・
三
郷
の
土
と
水
を
守
る
会

・
朝
久
田
の
水
土
里
を
守
る
会

・
蚊
野
水
と
緑
を
守
る
会

・
中
角
環
境
保
全
チ
ー
ム

・
原
農
水
環
境
を
守
る
会

・
す
く
ら
む
日
向

・
美
し
い
郷
上
玉
川

・
岩
出
グ
リ
ー
ン
ズ
75

・
田
宮
寺
地
区
農
地
水
環
境
を
守
る
会

・
野
篠
み
ど
り
水
環
境
保
全
会

・
矢
野
資
源
保
全
協
議
会

・
勝
田
大
地
の
絆
会

・
宮
古
区
清
流
会

・
清
し
有
田
佐
田

　

沖
環
境
保
全
会

・
岡
出
・
農
地
と

　

環
境
を
守
る
会

・
積
良
幸
せ
の
郷

　

保
存
会

伊
勢
市
消
防
本
部
で
は
、
毎
年
、
伊

勢
市
・
玉
城
町
・
度
会
町
の
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
か
ら
防
火
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
小
学
校
28
校
・
中
学
校
11

校
か
ら
、
１
３
３
１
点
の
応
募
が
あ
り

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
に
12
名
、
優
秀

に
63
名
、
秀
作
に
72
名
の
み
な
さ
ん
が

入
選
さ
れ
ま
し
た
。

す
が
す
が
し
い
秋
晴
れ
の
10
月
13
日
、

お
城
広
場
で
『
町
民
体
育
祭
』
が
あ
り
、

お
よ
そ
２
，
０
０
０
人
が
さ
わ
や
か
な

汗
を
流
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
、
開
会
式

の
「
元
気
で
す　

玉
城
」
体
操
で
身
体

の
緊
張
を
ほ
ぐ
し
た
後
、
様
々
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
、
緑
が
広
が
る
芝
生
の

上
で
走
っ
た
り
、
飛
ん
だ
り
と
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
力
を
合
わ
せ
て
タ
ン

カ
で
Ｇ
Ｏ
！
」
で
は
、
楽
し
み
の
中
で
救

護
に
関
す
る
知
識
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
か
ら
復
活
し
た
「
小
学

校
地
区
対
抗
リ
レ
ー
」
や
「
団
体
対
抗

リ
レ
ー
」、
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
み
な

さ
ん
が
競
う
「
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
抗
リ

レ
ー
」
で
は
、
会
場
か
ら
選
手
へ
の
声

援
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
団
体
対
抗
リ
レ
ー（
出
場
全
３
チ
ー
ム
）

優　

勝　

Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｅ
Ⅱ

準
優
勝　

Ｔ
Ｍ
Ｋ
5

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
対
抗
リ
レ
ー（
出
場
全
10
チ
ー
ム
）

優　

勝　
（
田
丸
小
）

　
　
　
　

チ
ー
ム
名　

じ
ぇ
じ
ぇ
じ
ぇ

準
優
勝　
（
有
田
小
）

　
　
　
　

チ
ー
ム
名　

タ
ク
ヤ

○
小
学
校
地
区
対
抗
リ
レ
ー（
出
場
全
５
チ
ー
ム
）

優　

勝　
（
下
外
城
田
小
）

準
優
勝　
（
田
丸
小
Ａ
）

【
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
展
示
】

期
間　

11
月
９
日
（
土
）
～
15
日
（
金
）

場
所　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
伊
勢
ラ
ラ
パ
ー

ク　

２
階
特
設
会
場

○
ジ
ャ
ン
ボ
な
わ
と
び（
出
場
全
12
チ
ー
ム
）

優　

勝　

玉
城
町
バ
ト
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　

ス
ク
ー
ル　
Ｇ
ｅ
ｔ
Ｗ
ｉ
ｌ
ｄ

準
優
勝　

Ｎ
Ｅ
Ｗ

み
な
さ
ん
も
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
楽
し

み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

最優秀作品
玉城町立外城田小学校

６年　藤
ふじ

原
はら

　珠
じゅ

南
な

さんの作品

写真右から尾﨑　里
り

奈
な

さん（玉中２年）と
芝田　鈴

り

音
おん

さん（田丸小５年）

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

　
第
58
回
町
民
体
育
祭

中西良治さん（右）
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「
敬
老
の
日
」
長
寿
を
お
祝
い

防
災
に
対
す
る
取
組
み

●
山
神
・
原
地
区
防
災
研
修
会

９
月
８
日
、
山
神
区
、
28
日
原
区
で

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
防
災
研
修
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
重
県
防
災
技
術
専
門
員
か
ら
『
自

助
』『
共
助
』
の
大
切
さ
を
は
じ
め
、

今
後
の
取
組
み
や
、
日
々
の
備
え
に
つ

い
て
な
ど
の
話
が
あ
り
、
組
織
の
防
災

意
識
を
高
め
る
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
原
区
で
は
、
防
災
グ
ッ
ズ
の

展
示
や
防
災
啓
発
車
に
よ
る
地
震
体
験

が
行
わ
れ
、
参
加
さ
れ
た
方
は
、
改
め

て
地
震
の
怖
さ
を
体
験
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

●
勝
田
町
区
防
災
訓
練

10
月
６
日
、
勝
田
町
区
で
防
災
訓
練

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
地
区
住
民
約
80
名
が
参

加
し
、
有
事
の
際
に
役
立
て
よ
う
と
、

消
火
器
を
使
っ
た
消
火
訓
練
や
炊
出
し

訓
練
、
応
急
手
当
訓
練
な
ど
防
災
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
や
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
実
戦
さ
な
が
ら

の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

●
町
職
員
応
急
手
当
研
修
を
実
施

10
月
８
日
、
町
職
員
を
対
象
と
し
た

応
急
手
当
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
９
月
に
行
っ
た
非
常

連
絡
網
伝
達
訓
練
に
続
き
南
海
ト
ラ
フ

を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
の
発
生
を
想
定
し
た
も
の
で
、

９
月
18
日
、
町
内
の
99
歳
以
上
の
高

齢
者
を
表
敬
訪
問
し
、
記
念
品
や
花
束

を
贈
呈
し
て
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

今
回
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は

次
の
方
々
で
す
（
年
齢
は
訪
問
時
）。

山
口　

す
　ゞ
　

様　

103
歳　

茶
屋

中
野　

綾
子　
　

様　

102
歳　

原

阿
竹　

小
志
ゅ
う
様　

100
歳　
栄
町
１
区

富
田　

満
寿
子　

様　

100
歳　

岡
村

髙
口　

田
鶴
子　

様　

99
歳　

魚
町

大
西　

フ
ミ　
　

様　

99
歳　

世
古

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

中
野
　
綾
子
様

山
口
　
す
ゞ
様

富
田
　
満
寿
子
様

阿
竹
　
小
志
ゅ
う
様

大
西
　
フ
ミ
様

髙
口
　
田
鶴
子
様

災
害
時
の
様
々
な
状
況
に
迅
速
に
対
応

で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

当
日
は
、
伊
勢
市
消
防
本
部
職
員
及

び
町
女
性
消
防
団
員
が
指
導
に
あ
た

り
、
応
急
手
当
の
必
要
性
や
注
意
事
項

な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
後
、
傷
病
者
の

状
況
観
察
、
止
血
法
や
搬
送
法
、
簡
易

タ
ン
カ
の
作
成
な
ど
実
技
を
交
え
な
が

ら
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

研
修
に
参
加
し
た
職
員
は
、
真
剣
な

面
持
ち
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
引
続
き
災
害
を
想
定
し

た
図
上
訓
練
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で

す
。

応急手当研修のようす
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女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動

総
務
課　
　
　
　
　

☎（
５
８
）８
２
０
０

地
域
包
括
支
援
室　

☎（
５
８
）７
３
７
３

毎
年
11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
」が
全
国
各
地
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

暴
力
は
、
そ
の
対
象
の
性
別
や
年
齢
、
被
害
者
と

の
続
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
、
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性

の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
男
女
共

同
参
画
を
形
成
し
て
い
く
上
で
、
克
服
す
る
べ
き
重

要
な
課
題
で
す
。

こ
の
運
動
を
一
つ
の
機
会
と
と
ら
え
、
女
性
に
対

す
る
暴
力
を
根
絶
す
る
取
組
み
に
対
し
て
、
み
な
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
だ
け
で
な
く
、
私
た
ち
の
社

会
に
は
、
性
犯
罪
や
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
人
身
取
引
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

形
で
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
」
が
存
在
し
て
お
り
、

多
く
の
女
性
が
そ
れ
ら
の
被
害
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
し
て
い
く
た
め
に
ま

ず
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
女
性
に
対
す
る
暴
力

の
現
状
に
つ
い
て
、
関
心
を
も
ち
、「
知
る
」
こ
と

が
重
要
で
す
。

多
く
の
女
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
「
女
性
に

対
す
る
暴
力
」
で
苦
し
ん
で
い
ま
す

女
性
に
対
す
る
暴
力

　
　
　
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
を
。

女
性
の
約
１
割
が
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
何

度
も
経
験
し
、
被
害
経
験
は
若
年
層
に
も
存
在
し

て
い
ま
す
。

身
体
や
心
を
傷
つ
け
る
「
暴
力
」
は
、
ど
ん
な
場

合
で
も
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

残
念
な
が
ら
、
夫
婦
や
恋
人
の
間
で
も
、
暴
力
行
為

は
行
わ
れ
、
被
害
に
あ
っ
て
い
る
人
た
ち
が
少
な
く

な
い
の
が
現
状
で
す
。
特
に
近
年
で
は
、
若
年
層
の

男
女
間
に
お
け
る
交
際
相
手
か
ら
の
暴
力
（
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
）
の
問
題
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に

は
、
若
年
層
に
お
い
て
も
暴
力
の
問
題
が
身
近
に
存

在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

このシンボルマークは、女性が腕をクロ
スさせた姿を描いており、女性の表情、握
り締めたこぶし、クロスさせた腕により、
女性に対する暴力を断固として拒絶する強
い意思を表しています。

全国一斉 強化週間　11月18日（月）⇒11月24日（日）
女性の人権ホットライン（全国共通）
０５７０（０

ゼ ロ

７
ナ ナ

０
ゼ ロ

）
の

８
ハ ー ト ラ イ ン

１０

「女性の人権ホットライン」

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮまもる君

人権イメージキャラクター
人ＫＥＮあゆみちゃん

家
庭
の
中
で
起
こ
る
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
。
夫
婦

と
い
う
関
係
の
間
の
暴
力
で
あ
る
た
め
、
潜
在
化
し

や
す
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
被
害
者
の
多
く
は
女
性

で
、
被
害
に
遭
っ
て
も
誰
に
も
相
談
し
な
い
ケ
ー
ス

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

暴
力
の
被
害
か
ら
抜
け
出
す
た
め
の
第
一
歩
は
、

身
近
な
相
談
機
関
へ
の
「
相
談
」
で
す
。

全
国
各
地
の
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
や

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
警
察
、
法
務
省
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
機
関
で
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
の
相
談
を

受
付
け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
関
で
は
、
専
門
の

相
談
員
が
悩
み
ご
と
を
よ
く
聞
い
た
上
で
、
一
緒
に

問
題
点
を
整
理
し
、
解
決
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を

行
い
ま
す
。
相
談
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。少年サポートセンター　少年相談110番

電話番号　0120－41－7867
南勢少年サポートセンター 

電話番号　0596－24－7867

受　付　平日午前９時～午後５時
　　　　（土日、祝日、年末年始を除く）

受　付　平日午前９時～午後５時（土日、祝日、
年末年始を除く）

※仕事などで時間内に相談できない方のために、
火曜日、木曜日は午後８時まで受け付けてい
ます。

三重県女性相談所
（三重県配偶者暴力相談支援センター）

電話番号　059－231－5600
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配偶者からの被害経験の有無

何度も
あった

あった（計）
あった
（計）

あった
（計）

無回答
１、２度
あった

まったく
ない

（32.9）

（n＝1,403人）

〔女〕 〔男〕

10.610.6 22.322.3 65.565.5
1.61.6

6.26.2 19.719.7 72.272.2

6.76.7 11.111.1 78.278.2

4.64.6 9.59.5 81.281.2

1.91.9

3.63.64.64.6

4.74.7

3.33.3 15.015.0 79.779.7
2.02.0

1.61.6 11.711.7 84.584.5

2.12.1 7.47.4 86.986.9

0.40.4
3.03.0 92.792.7

2.22.2

3.83.8

Ａ 身体に対する暴行を受けた （25.9）

Ｃ  性的な行為を強要された

Ｂ 精神的な嫌がらせや恐怖を
　 感じるような脅迫を受けた

（14.1）

（17.8）

（18.3）

（13.3）

（3.4）

（9.5）

何度も
あった

あった（計）

無回答
１、２度
あった

まったく
ない（n＝1,195人）

0 10 20 30 40 50 6060 50 40 30 20 10 0 (%) (%)

【デートDV加害経験】 【デートDV被害経験】全体 女性 男性

N：全体=652 　女性=400 　男性=252 N：全体=865 　女性=637 　男性=228

①相手を傷付ける呼び方をする

②自分の予定を優先させない
　と無視したり不機嫌になる

③相手の携帯電話の着信履歴や
　メールをチェックする

④勝手に相手の携帯電話の
　番号やアドレスを消す

⑤携帯メールで常に行動を報告したり、
　返信したりするよう要求する

⑥相手の意見を聞かずに、
　自分勝手に物事を決める

⑦思い通りにならないと、どなっ
　たり責めたりおどしたりする

⑧殴るふりをしたり、軽く
　たたいたりけったりする

⑨ケガになるほど、殴ったり
　けったりする

⑮不愉快な性的言動をする

35.3
30.3

43.3

34.7
37.5

30.2

32.4
39.8

21.0

10.0
9.3

11.1

14.7
17.0

11.1

20.6
20.5
20.6

9.7
9.0

10.7

36.3
39.8

30.2

5.2
5.0
5.6

6.9
3.8

11.9

23.5
23.7
22.8

52.9
53.5

51.3

45.1
44.6
46.5

16.5
17.0
15.4

32.8
35.8

25.4

26.9
27.3
25.9

20.8
24.0

11.8

34.3
37.8

24.6　　　　　　　

10.6
11.9

7.0

18.0
20.4

11.4

初めて加害を経験した時期

初めて被害を経験した時期

小学４年生以前 5.2小学４年生以前 5.2
小学５年生 2.0小学５年生 2.0

小学６年生以前 2.2小学６年生以前 2.2

全体（Ｎ＝594）全体（Ｎ＝594）

中学１年生 6.2中学１年生 6.2

中学２年生
11.6

中学２年生
11.6

中学３年生
14.0

中学３年生
14.0

高校１年生
21.4

高校１年生
21.4

高校２年生
18.7

高校２年生
18.7

高校３年生
9.1

高校３年生
9.1

大学１年生 4.2大学１年生 4.2
大学２年生 2.5大学２年生 2.5
大学３年生 1.5大学３年生 1.5
大学４年生 1.3大学４年生 1.3

小学４年生以前 2.1小学４年生以前 2.1
小学５年生 0.9小学５年生 0.9

小学６年生以前 0.9小学６年生以前 0.9

全体（Ｎ＝779）全体（Ｎ＝779）

中学１年生
 4.5

中学１年生
 4.5

中学２年生
13.2

中学２年生
13.2

中学３年生
17.1

中学３年生
17.1

高校１年生
24.9

高校１年生
24.9

高校２年生
19.5

高校２年生
19.5

高校３年生
8.7

高校３年生
8.7

大学１年生 4.2大学１年生 4.2
大学２年生 2.6大学２年生 2.6
大学３年生 0.6大学３年生 0.6
大学４年生 0.8大学４年生 0.8

0 20 40 60 80 100
（％）

全体
（Ｎ＝765）

女性
（Ｎ＝586）

男性
（Ｎ＝209）

52.552.5 2.62.6 44.944.9

55.655.6 3.23.2 41.141.1

43.543.5 1.01.0 55.555.5

相談した 相談したかったが、できなかった 相談したいと思わなかった

■ 配偶者からの被害経験（男女別）

■デートＤＶ加害・被害の経験（男女別）

■ 相談の有無（男女別）

■ 初めてのデートDV加害・被害経験時期

内閣府『男女間における暴力に関する調査報告書』（平成24年４月）より

フレンテみえ『「デートＤＶ」に関するアンケート調査』（平成25年３月）より

フレンテみえ『「デートＤＶ」に関するアンケート調査報告書』（平成25年３月）より

被害を受けた女性の約４割はどこにも相談していない
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●
平
成
24
年
度
　
一
般
・
特
別
・
企
業
会
計
決
算
の
認
定
　
　
●
条
例
の
制
定

●
平
成
25
年
度
　
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
　
　
　
　
　
　

21
議
案
原
案
可
決

平
成
25
年
第
４
回
玉
城
町
議
会
定
例

会
は
９
月
10
日
、
開
会
し
、
平
成
24
年

度
各
会
計
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
平

成
25
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、

21
議
案
が
上
程
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
、
19
日
閉
会
し
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業 

町
道
小
社
岩
出
線
道
路
改
良
工
事
）

有
限
会
社
竜
川
組
（
田
宮
寺
）
と
請

負
代
金
５
千
２
９
２
万
円
で
請
負
契
約

を
締
結
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
得

ま
し
た
。

▼
平
成
24
年
度
玉
城
町

◦
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◦
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

◦
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

◦
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算

◦
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算

◦
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

◦
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

◦
病
院
事
業
会
計
決
算

◦
水
道
事
業
会
計
決
算

◦
介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
決
算

◦
下
水
道
事
業
会
計
決
算

各
会
計
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審

議
の
上
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
は

８
～
11
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
延
滞
金
の
利
率
の
見
直
し
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
こ
と

に
伴
い
、
税
以
外
の
諸
収
入
金
に
対
す

る
督
促
手
数
料
条
例
、
玉
城
町
国
民
健

康
保
険
条
例
、
玉
城
町
介
護
保
険
条
例

な
ら
び
に
玉
城
町
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例
の
延
滞
金
利
率
に
つ
い

て
、
特
例
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

玉
城
町
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
を
整

理
し
活
用
す
る
た
め
に
、
基
金
を
設
置

す
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
条
例
を
制

定
し
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
玉
城
町
一
般
会
計　

補

正
予
算
（
第
２
号
）

総
額
２
億
１
千
５
２
６
万
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
６
４
億
４
千
７
７
０

万
７
千
円
と
し
ま
し
た
。
補
正
の
主
な

も
の
は
、

総
務
費
：
玉
城
町
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

条
例
の
制
定
に
伴
い
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
積
立
金
の
新
規
計
上

民
生
費
：
要
保
護
児
童
支
援
の
た
め
の

巡
回
車
両
購
入
費
、
保
育
所
プ
ー
ル
改

修
に
係
る
設
計
監
理
費
お
よ
び
工
事
請

負
費
の
新
規
計
上

衛
生
費
：
風
し
ん
予
防
接
種
補
助
金
の

新
規
計
上

農
林
水
産
費
：
農
道
舗
装
工
事
請
負
費

の
新
規
計
上

商
工
費
：
熊
野
古
道
世
界
遺
産
登
録

10
周
年
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
お
よ
び
産
業

フ
ェ
ア
の
費
用
の
増
額
、
町
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
着
ぐ
る
み
購
入
経
費
の
新
規

計
上

土
木
費
：
道
路
新
設
補
修
工
事
費
の
増

額消
防
費
：
要
援
護
者
世
帯
へ
の
家
具
転

倒
防
止
器
具
設
置
経
費
、
防
災
行
政
無

線
移
動
系
の
デ
ジ
タ
ル
化
更
新
経
費
の

新
規
計
上

教
育
費
：
田
丸
小
学
校
及
び
有
田
小
学

校
プ
ー
ル
塗
装
等
補
修
工
事
請
負
費
、

有
田
小
学
校
講
堂
空
調
防
音
工
事
請
負

費
の
新
規
計
上

▼
平
成
25
年
度
玉
城
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

前
年
度
繰
越
金
と
医
療
費
の
確
定
に

伴
う
国・県
補
助
金
な
ら
び
に
療
養
給
付

費
交
付
金
の
返
還
金
の
補
正
が
主
な
も

の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
６
１

４
万
６
千
円
を
増
額
し
、予
算
総
額
を
１

６
億
９
千
８
０
万
円
と
し
ま
し
た
。
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ひと
まち
くらし

平成 25 年　第４回玉城町議会定例会

議会
  ウォッチング
議会
  ウォッチング
議会
  ウォッチング



▼
平
成
25
年
度
玉
城
町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

前
年
度
繰
越
金
と
介
護
給
付
費
の
確

定
に
伴
う
支
払
基
金
交
付
金
お
よ
び

国
・
県
補
助
金
の
過
年
度
分
の
返
還
金

の
補
正
が
主
な
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
１
千
１
１
５
万
７
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
１
億
２
千
９
１
９

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
玉
城
町
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

前
年
度
繰
越
金
の
確
定
と
歳
出
決
算

に
伴
う
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納

付
金
の
補
正
が
主
な
も
の
で
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
３
万
８
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
２
億
２
千
３
６
３
万

１
千
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
玉
城
町
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
支
の
営
業
外
収
益
６
６
万

円
の
減
額
、
営
業
費
用
７
３
１
万
３
千

円
の
減
額
を
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
で
分
担
金
１
千

３
８
１
万
９
千
円
の
減
額
を
し
ま
し
た
。

▼
平
成
25
年
度
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

収
益
的
収
支
の
営
業
外
収
益
５
５
８

万
７
千
円
の
増
額
、
営
業
費
用
で
収
入

と
同
額
を
増
額
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
入
で
２
億
７
千
８

０
９
万
５
千
円
の
減
額
、
同
支
出
の
建

設
改
良
費
で
収
入
と
同
額
を
減
額
し
ま

し
た
。

※
各
会
計
に
お
い
て
４
月
以
降
の
人
事

異
動
に
伴
う
人
件
費
の
調
整
を
行
い

ま
し
た
。

【
追
加
議
案
】

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

監
査
委
員　

山
口
和
宏　

氏
の
辞
任

に
伴
い
、
中
瀬
信
之　

氏
を
選
任
し
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

玉
城
町
蚊
野
の
ト
ラ
イ
ス
㈱
様
よ
り
、

中
小
企
業
研
究
セ
ン
タ
ー
の
「
グ
ッ
ド
カ

ン
パ
ニ
ー
大
賞
」
の
受
賞
を
記
念
し
、
地

域
貢
献
と
し
て
吹
奏
楽
器
（
バ
リ
ト
ン
サ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ン
：
70
万
円
相
当
）
を
玉
城

中
学
校
に
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
９
／
１
～
９
／
３０
）》

河
﨑 

君
栄
様
・
松
本 

洋
様

阿
部 

由
香
利
様
・
中 

克
己
様

関
根 

良
樹
様
・
後
藤 

英
勝
様

大
崎 

芳
樹
様
・
大
山 

聡
様

後
藤 

哲
也
様
・
藤
崎 

康
裕
様

吉
川 

智
洋
様
・
白
鳥 

義
宗
様

指
田 

賢
二
様
・
堀 

正
明
様

小
川 
隆
平
様
・
小
山 

由
晃
様

脇 

一
文
様
・
中
村 

耕
作
様

中
村 

朋
美
様
・
永
井 

隆
士
様

豊
岡 

正
宏
様
・
尾
曽 

徹
也
様

堀
田 

誠
様
・
森
本 
秀
様
・
竹
岡 

香
城
様

小
口 

満
夫
様
・
小
菅 

佳
久
様

阿
南 

早
苗
様
・
高
松 

芳
明
様

前
野 

利
夫
様
・
近
藤 

靖
様

住
田 

勝
康
様
・
橋
本 

歩
美
様

川
添 

正
志
様
・
後
藤 

淳
様

金
室 

貴
久
様
・
竹
内 

義
雅
様

河
村 

忠
一
様
・
園
田 

稔
康
様

吉
江 

峰
樹
様
・
藤
山 

弘
幸
様

竹
中 

美
裕
様
・
佐
藤 

耕
二
様

木
越 

真
人
様
・
遠
藤 

秀
雄
様

亀
本 

秀
樹
様
・
能
谷 

充
様

大
堀 

康
宏
様
・
花
本 

和
男
様

森
崎 

博
様
・
多
田 

義
雄
様

大
藤 

や
す
子
様
・
斧
木 

和
也
様

小
俣 

正
之 

様
・
清
水 

伸
二
様

伊
藤 

功
也
様
・
吉
川 

知
伸
様

山
本 

穰
司
様
・
山
下 

雅
生
様

木
川 

保
法
様
・
薮
内 

幸
之
介
様

大
薗 

慶
太
郎
様
・
渋
川 

洋
子
様

伊
藤 

大
輔
様
・
下
山 

弘
展
様

竹
内 

規
夫
様
・
四
ツ
谷 

和
昭
様

久
保
田 

仁
様
・
須
賀 

孝
一
様

宮
原 

絵
里
様
・
奥
村 

匡
宏
様

牧
野 

弘
和
様
・
松
浦 

佑
季
様

立
花 

幹
様
・
佐
原 

康
仁
様

近
藤 

重
光
様
・
本
田 

修
一
様

関 

康
裕
様
・
池
田 

尚
正
様

樋
口 

佳
苗
様
・
江
口 

淑
子
様

下
川 

泰
史
様
・
小
林 

正
樹
様

宮
沢 

史
紀
様
・
安
田 

敏
様

　

ほ
か
３
１
３
名
の
方
か
ら
、
総
額
５
，

１
７
０
，
０
０
０
円
の
ご
寄
附
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

※
お
名
前
は
、
公
表
可
能
な
方
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」に
つ
い
て
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

９月19日贈呈式
のようす

寄贈されたバリトンサックスフォン

各議員の賛否
　賛否の分かれた議案のみの表示です。他の議案は全会一致で可決されました。

審
議
結
果

議員名

議案名

中
西
友
子

北
　
　
守

坪
井
信
義

北
川
雅
紀

中
瀬
信
之

山
口
和
宏

奥
川
直
人

山
本
靜
一

前
川
隆
夫

川
西
元
行

小
林
　
豊

小
林
一
則

風
口
　
尚

可
決
平成24年度玉城町一般会計歳入歳出
決算の認定について

反
対
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
議
長

可
決
平成24年度玉城町国民健康保険特別
会計歳入歳出決算の認定について

反
対
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
賛
成
議
長
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平
成
24
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
会
に
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
、
一
般
・
特
別
会
計
あ
わ
せ
、
歳
入
が
８
２
億
９
，
４
１
７
万
４
，
３
０
０
円
、
歳
出
が

７
８
億
５
，
６
３
３
万
９
，
５
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
は
『
だ
れ
も
が
安
心
し

て
、
元
気
に
暮
ら
せ
る
ま
ち　

ふ
る
さ

と
玉
城
』
を
ま
ち
の
将
来
像
に
掲
げ
た

第
５
次
玉
城
町
総
合
計
画
の
２
年
目
に

あ
た
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
と
な
る

「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
住
み
続

け
ら
れ
る
ま
ち
」「
み
ん
な
が
健
康
で
、

と
も
に
支
え
合
う
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

「
産
業
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
地
域
経

済
と
雇
用
が
安
定
し
た
ま
ち
」「
環
境

と
共
生
し
、
持
続
的
に
発
展
で
き
る
ま

ち
」
に
沿
っ
て
事
業
を
推
進
す
る
と
共

に
、
協
働
の
も
と
で
進
め
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
歳
入
は
８
．２
％
の
減
、

歳
出
は
９
．３
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
で
は
法
人
町
民
税
、
地
方
交
付

税
、
町
債
が
減
少
。
前
年
度
に
対
し
、

２
０
．０
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
で
は
、防
衛
省
の
補
助
を
受
け
、

外
城
田
保
育
所
の
太
陽
光
発
電
設
備
設

置
事
業
お
よ
び
外
城
田
小
学
校
講
堂
の

空
調
防
音
事
業
に
、
ま
た
、
防
災
対
策

の
一
環
と
し
て
役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強

お
よ
び
改
修
事
業
に
取
組
み
ま
し
た
。

健
康
づ
く
り
で
は
、
健
康
し
あ
わ
せ
委

員
に
よ
る
各
地
域
で
の
健
康
づ
く
り
活

動
や
「
総
合
健
診
」
に
取
組
み
、
町
民

の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
意
識
啓
発
と

受
診
率
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
に
も
継
続
し

て
取
組
み
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と
雇

用
の
創
出
に
努
め
ま
し
た
。
交
通
安
全

対
策
と
し
て
は
、
町
道
役
場
駅
前
線
ほ

か
３
路
線
に
歩
行
帯
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
他
、
公
共
下
水
道
事
業
を

推
進
し
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
に

努
め
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
に
お
き
ま
し
て
は

７
９
．１
％
で
前
年
度
よ
り
６
．７
ポ
イ

ン
ト
下
回
り
、
実
質
公
債
費
比
率
は

８
．５
％
で
前
年
度
を
０
．７
ポ
イ
ン
ト

上
回
り
ま
し
た
。
財
政
力
指
数
は
、

０
．５
７
８
％
で
前
年
度
よ
り
０
．０
１
２

ポ
イ
ン
ト
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

●
役
場
庁
舎
の
耐
震
補
強
、
保
育
所
・

小
学
校
・
公
共
道
路
・
下
水
道
環
境

整
備
の
充
実
、
健
康
づ
く
り
の
取
組
み

【
メ
モ
】

◆
経
常
収
支
比
率
：
財
政
の
弾
力
性
な

い
し
健
全
性
を
測
定
す
る
の
に
用
い

る
指
標
。
経
常
収
支
比
率
の
70
～

80
％
が
良
と
さ
れ
て
い
る
。

◆
公
債
費
比
率
：
公
債
費
（
元
金
と
利

子
の
合
計
）
の
一
般
財
源
に
占
め
る

割
合
。
低
い
方
が
よ
い
。

◆
財
政
力
指
数
：
標
準
的
な
行
政
活
動

を
行
う
た
め
に
必
要
な
一
般
財
源
の

う
ち
、
ど
の
程
度
、
税
収
な
ど
で
賄

え
る
か
を
示
し
た
指
数
。
３
年
間
の

平
均
値
。
数
値
が
１
・
０
以
上
に
な

る
と
、
事
業
は
す
べ
て
自
主
財
源
で

賄
え
、
き
わ
め
て
財
政
力
の
強
い
団

体
と
い
え
る
。

【平成24年度企業会計別決算】　（単位：円）
【病院事業会計】

・収益的収支
収　入 674,937,472
支　出 648,626,465

26,311,007

・資本的収支
収　入 24,725,433
支　出 38,308,774

－ 13,583,341

【水道事業会計】
・収益的収支
収　入 312,404,993
支　出 245,437,295

66,967,698

・資本的収支
収　入 28,068,300
支　出 152,006,066

－ 123,937,766

【介護老人保健施設事業会計】
・収益的収支
収　入 366,395,220
支　出 368,230,649

－ 1,835,429

・資本的収支
収　入 7,506,000
支　出 18,867,515

－ 11,361,515

【下水道事業会計】
・収益的収支
収　入 79,858,509
支　出 140,840,677

－ 60,982,168

・資本的収支
収　入 626,397,034
支　出 626,397,034

0

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

H20H20 H21H21 H22H22 H23H23 H24H24

歳入　　　歳出

【過去５年間の一般会計決算の推移】

歳入 4,479,558 5,019,117 5,632,860 5,706,020 5,240,129

歳出 4,317,642 4,784,354 5,317,973 5,433,835 4,927,598
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（単位：円）
会計区分 歳　入 歳　出 差引額

●一般会計 5,240,129,303 4,927,598,272 312,531,031 
●特別会計
　国民健康保険 1,640,347,509 1,507,706,763 132,640,746 
　住宅新築資金等貸付事業 1,983,090 32,603,671 △ 30,620,581
　山村振興事業 51,943,318 50,797,335 1,145,983 
　農業集落排水事業 57,473,120 55,806,721 1,666,399 
　介護保険 1,083,820,565 1,066,088,216 17,732,349 
　後期高齢者医療 218,477,395 215,738,522 2,738,873 

計 8,294,174,300 7,856,339,500 437,834,800 

歳入決算

歳出決算

（款別）

（款別） 歳出決算 (普通会計性質別）

●投資的経費
　道路等基盤整備や学校などの公共施設の整備に
　要する経費
●人件費
　議員等報酬、給料、職員手当など
●扶助費 
　各法令に基づき支給される社会保障経費

平成24年度性質別決算額　4,955,225千円

物件費
950,307千円
19.2%

人件費
883,510千円
17.8%

公債費
489,182千円   9.9%

投資的経費
586,635千円   11.8%

繰出金
435,133千円   8.8%

維持補修費
34,283千円   0.7%

投資および出資金・貸付金
22,800千円   0.5%

扶助費
601,490千円   12.1% 補助費等

900,053千円  18.2%

積立金
51,832千円　1.0%  

町民税の内訳

町税の内訳
町民税
854,946千円  43.9%  

個人 668,979千円
法人 185,967千円

固定資産税
933,676千円  47.9%

軽自動車税
38,051千円  2.0%  

たばこ
110,305千円  5.7%

税

入湯税
10,861千円  0.6%  

歳入合計　5,240,129,303円

地方交付税
1,219,269千円 23.3%  

地方特例交付金
11,926千円  0.2%

国庫支出金
469,711千円 9.0%  

自動車取得税交付金
28,152千円  0.5%

町税
1,947,839千円 37.2%

県支出金
406,055千円  7.7%

町債
414,100千円  7.9%

地方消費税交付金
144,173千円  2.8%

分担金及負担金
114,555千円  2.2%

諸収入
127,928千円  2.4%

地方譲与税
79,907千円  1.5%

配当割交付金
国有提供施設等交付金

繰入金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡所得割交付金
寄附金
財産収入
利子割交付金
ゴルフ場利用税交付金 7,455千円

5,258千円
10,531千円
19,832千円

1,031千円
2,390千円

15,220千円
4,159千円

424千円

訳
内
の
他
の
そ使用料及手数料

33,030千円  0.6%

繰越金
177,184千円  3.4%

歳出合計　4,927,598,272円

総務費
489,916千円
9.9%

教育費
330,655千円  6.7%

衛生費
315,664千円  6.4%

土木費
372,787千円  7.6%

消防費
248,318千円  5.0%

農林水産費
277,722千円  5.6%

労働費
153,623千円  3.1%

商工費 70,779千円
災害復旧費 25,419千円
予備費 0円

議会費 78,932千円

の
他
の
そ

訳
内

民生費
1,745,662千円
35.4%

諸支出金
330,915千円  6.7%

公債費
487,208千円  9.9%

※端数を四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

※普通会計とは一般会計と特別会計のうち公営事業会計
　（上下水道等の公営企業会計および国民健康保険事業
　特別会計等）以外の会計（住宅新築資金等貸付事業特
　別会計等）を統合して１つの会計としてまとめたもの

【平成24年度　会計別決算】
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【
玉
城
町
の
状
況
】

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
24
年
度
決
算
に
基
づ
く

町
の
健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比
率
、
連
結
実

質
赤
字
比
率
、
実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び
将
来
負
担

比
率
）
お
よ
び
資
金
不
足
比
率
は
、
い
ず
れ
も
基
準

を
下
回
り
『
健
全
段
階
』
と
な
り
ま
し
た
。

	 （単位：％）	 （単位：千円）

玉城町 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率 標準財政規模 うち　臨時財政対策

債発行可能額

平成24年度 － － ８．５ ４８．８ ３，８０１，００３ ３１９，７６５

平成23年度 － － ９．２ ４５．６ ３，７１４，２４４ ３８６，９６０

平成22年度 － － ９．９ ６０．８ ３，６８０，５５６ ４４６，１１１

早期健全化基準 １５．０ ２０．０ ２５．０ ３５０．０

財政再生基準 ２０．０ ４０．０ ３５．０

資金不足比率 下水道事業会計 水道事業会計 病院事業会計 介護老人保健施設
事業会計

平成24年度 － － － －

平成23年度 － － － －

平成22年度 － － － －

経営健全化基準 ２０．０ ２０．０ ２０．０ ２０．０

※詳しくは、町ホームページ（http://www.town.tamaki.mie.jp/）をご覧ください。

財政再生団体

財政健全化団体

財政再生団体の計画目標
・①は均衡する（0％）こと
・②～④は早期健全化基準を
v下回ること

％
①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

早期健全化基準

早期健全化段階

財政再生基準

再生段階

実質赤字比率
％

財政健全化団体の計画目標
・①は均衡する（0％）こと
・②～④は早期健全化基準を
・下回ること

②～④

②～④

①

①

体
団
共
公
方
地

率
比
足
不
金
資

計
会
業
事
営
公

等
計
会
般
一

率
比
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質
実

率
比
字
赤
質
実
結
連

率
比
費
債
公
質
実

率
比
担
負
来
将

一般会計

一部事務組合・広域連合
※公営企業会計
　ごとに算定

地方公社・第三セクター等

特別会計

うち
公営企業
会計

【財政健全化判断比率の範囲】

平成24年度にこんな事業を行いました

事　　業　　名 決算額 施　　策　　の　　成　　果

総
務
課

広域消防委託経費 210,813 ◦消防活動、救急活動を伊勢市消防本部へ委託し消防防災の維持・安定を図った。

財産管理経費 23,073
◦庁舎を適正に使用できるよう保ち、業務に支障をきたさないよう庁舎機能の維持を行った。
　（庁舎清掃、運転管理、空調保守および庁舎修繕工事）
◦庁舎の耐震診断の結果を受けて詳細設計を行い、耐震補強および改修工事に着手した。

各種基金積立金経費 50,000 ◦財政調整基金に50,000千円の積立を行った。

元金経費 428,725

◦今年度の元金償還額は、前年度より305万５干円減となっている。
　今年度の地方債発行額は、４億1,410万円である。
◦今年度発行の主なものは、臨時財政対策債（３億1,960万円)、農林関係県営かんがい排水事業等の4,090万円、
災害復旧工事等の7,200万円である。

利子経費 58,484 ◦前年度末の地方債の残高3億9,025万円に対する利子経費である。

生
活
福
祉
課

バス運行事業 27,291

①研修バス
　玉城町公用車マイクロバス運行に関する要綱の規定により、社会福祉協議会へ委託。各課から申請を受け運
行（年間延べ件数 293 件 )。申請の主なものは、教育委員会からの小中学校総合学習・クラブ活動等（210 件）
をはじめ、福祉関係団体（19件）である。

（年間延べ利用者数7,606人 )
②福祉バス（無料運行）
　平成９年から運行をはじめ、路線型の無料のバス運行。平成 21年11月から元気バスに移行するも、小俣図
書館への送迎路線として1日当たり2便を残し運行中。

（年間延べ利用者数2,503人 )
③元気バス（無料運行）
　路線型の福祉バスに代え平成21年11月4日から東京大学大学院と共同でオンデマンドバスシステムを導入し
運行。バス停数は、157力所。

（年間延べ利用者数26,291人）

平成24年度の決算が町議会で承認されました。消防防災、バス運行事業、緊急雇用創出基金事業など多方面で事業が行われましたが、このページ
では、一般会計にみる主な事業をご紹介します。

玉城町の『財政健全化判断比率等』の状況をお知らせします。
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生
活
福
祉
課

児童手当支給事業 298,120

０歳から中学校修了までの子ども一人につき、次のとおり、子どもを養育する父母等に支給し、子どもの健全
育成を図った。（受給者数　1,255名）

【平成24年4 月～平成25年3月分】
０歳～ 3歳未満	 15,000円（一律)
３歳～小学校修了前	 10,000円（第3子以降は15,000円）
中学生	 10,000円（一律）

乳幼児・児童医療費助
成事業 39,660 小学６年生までの乳幼児・児童の医療費助成を行った。

（９月から3年→６年に紘大）登録者数1,901人
外城田保育所防音事業 39,798 防衛施段周辺防音事業補助金(6.5/10)を受け太陽光発電システム設置工事(25.8Kw)を実施した。

保育所各種保育事業 94,715

○児童保育事業
　保護者が労働に従事したり、あるいは病気を患っている等の理由で、家庭で十分保育をすることができない
児童を家庭の保護者にかわって保育し、児童の健全育成を図った。

（入所児童数　558人(H25.3.31現在))
○延長保育推進事業
　早朝（午前7時30分から）と夜間（午後8時まで）の延長保育を実施し、仕事と家庭の両立支援を行った。

（平均利用者数　153名/ 月）
○障害児保育事業
　心身に障がいのある児童のため、保育士の補充をする等、障がい児の処遇の向上と併せて保育の充実を図った。

（障害児　10名（(H25.3.31現在））
○乳児保育促進等事業
　多様な保育ニーズに対応するため、０歳児保育を実施し、保育士を配置する等、保育の充実を図った。

（０歳児童数　19名(H25.3.31現在)）

健康づくり事業 21,361

各種検診受診率向上のために検診希望調査を実施、総合検診を実施し、受診しやすい体制の機会をつくった。
健診後のフォローで健康相談、結果説明会を実施した。
健康づくり推進のために健康しあわせ委員と協働し、研修会、地域での健康づくり活動を実施。また、健康し
あわせ委員会を月1回開催した。
１．健康手帳の交付　700人
２．健康相談　健診後健康相談　11回　延ベ80人　健診結果説明会　５回　122人
　　　　　　　保健福祉会館健康相談　12回　101人
３．健康教育　食生活改善推進委員との協働で生活習慣病予防の料理教室や栄養教室を開催した。
　　10 回延べ　189人
　　　　　　　健康づくり研修会　「がん検診受診率向上を目指して」300人
４．健康づくりの推進　健康しあわせ委員会を月1回開催し、健康しあわせ委員にできることを検討し実践した。
　　また、地域の健康づくりにも取組んだ。　10地区
５．各種がん検診

検診希望調査　対象者数　8,714人 返信者数　4,328人　回収率　49.7%
肺がん　518人受診　胃がん　506人受診　大腸がん　731人受診
子宮がん　944人受診　乳がん1,042人受診　肝炎ウイルス検診　88人受診
30歳代健康診査　122人受診

６．生活保護受給者に対して健康診査実施　対象者数　25人　受診者数　3人

保健衛生総務費事業 162,042

◦特殊勤務手当（野犬捕獲等）59 件
◦菊狭間環境整備施設組合負担金（玉城・明和で構成、ごみ収集）
　49,219 千円
◦伊勢広域環境組合負担金（１市３町で構成、ごみ処理・し尿処理・斎場）
　112,779 千円
◦一次救急医療委託料、二次救急医療負担金、休日診療所運営負担金

産
業
振
興
課

労働諸費 153,623
◦労働・雇用環境の悪化により事業主から解雇、雇い止め及び倒産により離職した非正規労働者、派遣労働者
の緊急雇用対策として緊急雇用創出基金事業に積極的に取組み、18 事業を興し97 人の新規雇用（延人数）を
創出した。

農地水環境保全向上対
策事業 9,330 ◦農地・水・環境保全活動を実施する活動組織（17 組織）に対する負担金を支出し、29 集落 (1265ha) と協定

を締結するとともに、農地・農業用水等の資源や環境の保全と長寿命化を図った。

県営関連事業 55,590
◦県営基幹水利施設補修事業（11,136干円）、県営かんがい排水事業（15,468干円）県営農道保全対策事業（23,486
千円）、県営地域用水環境整備事業（5,500千円）に係る負担金であり、各事業とも営農の向上、農業基盤の充
実を図った。

建
設
課

社会資本総合整備交付
金事業

◦改築
◦交通安全
◦関連（防災）

149,257

【中楽朝久田線】
　県道鳥羽松阪線から県道田丸停車場斎明線へのアクセス道路として重要な路線であるが、幅員が狭小で乗用
車の相互通行も出来ないため国の補助を受けて整備を進めている。
（概要）用地買収　３筆　　改良工事　1 式

【小社岩出線】
　岩出から山岡へ抜ける岩出区の通学路であり、現道自体が狭小であることから通学児童の安全が確保できて
いないため、車道拡幅・歩道分離設置を行うものである。
（概要）用地買収　9 筆（公社買戻し）　　改良工事　1 式（橋梁および山岡側）

【交通安全】
　田丸地区において、児童の安全通学を推進する目的で通行帯確保を主とした事業を実施した（前年度から一
部繰越 )。
（概要）側溝改修工　1 式　　路肩舗装　　1 式　　改良工事　1 式（桜橋架替、繰越事業）

【橋梁長寿命化修繕事業】
　相当の年数が経過した道路インフラを、計画性をもって長寿命化する目的の事業であり、老朽度・路線の重
要度から順位を決定している。
（概要）外城田川第 2 号補修繕 1 式

【関連事集】防火水槽 2 基　　防災資機材 1 式

木造住宅耐震診断・補
強事業 5,762

◦住宅所有者等に耐震性についての正確な情報提供を行い、希望者には耐震化のための補助を行った。
（概要）木造耐震診断83戸
　　　　木造住宅耐震診断・補強事業　5,762　※累計　216戸（15年度～）
　　　　耐震促進啓発（町内全域）913戸（うち申込20戸）
　　　　耐震補強補助　1戸　　耐震補強設計補助　2戸

教
育
委
員
会

外城田小学校購堂空調
防音事業 8,200 防衛施設周辺防音事業補助金（6.5/10）を受け、国債事業で外城田小学校講堂空調防音工事に着手した。

総合型地域スポーツク
ラブ育成事業 2,053

◦昨年、設立した「たまき文化スポーツクラブ」に補助を行うことにより、文化、スポーツの推進・健康づく
りに寄与した。
会事業会員数　360名
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で
作
成
し
提
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れ
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分
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決
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は
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さ
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ま
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ん
。

年末調整等説明会　※いずれの日に出席いただいても構いません。

開催月日 開催時間 開催場所 対象地域

11月15日（金）

午前10時
～正午

伊勢市生涯学習センター
（いせトピア）

伊勢市黒瀬町562－12

伊勢市（二見町・小俣町・
御薗町を除く）

午後２時
～４時

玉城町・伊勢市（二見町・
小俣町・御薗町）・鳥羽
市・ 度 会 町・ 大 紀 町・
南伊勢町

11月18日（月） 午前10時
～正午

阿児アリーナ（ベイホール）
志摩市阿児町神明1074－14 志摩市

所得税の青色決算等説明会　※いずれの日に出席いただいても構いません。

11月14日（木）
午後２時
～４時

伊勢市生涯学習センター
（いせトピア）

伊勢市黒瀬町562－12

玉城町・伊勢市・鳥羽市・
度会町・大紀町・南伊
勢町

11月18日（月） 阿児アリーナ（ベイホール）
志摩市阿児町神明1074－14 志摩市
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て

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
は
、
平
成
24

年
８
月
に
国
会
で
成
立
し
、
公
布
さ
れ
た
「
子
ど
も

子
育
て
関
連
３
法
」
に
基
づ
い
て
、子
ど
も
の
教
育
・

保
育
・
子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
進
め
る
新
し
い
仕

組
み
で
、
平
成
27
年
度
か
ら
本
格
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

◆
子
ど
も
・
子
育
て
関
連
３
法
と
は

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
を
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
に
制
定
さ

れ
た
次
の
３
つ
の
法
律
を
「
子
ど
も
・
子
育
て
関
連

３
法
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

①　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

②　

認
定
こ
ど
も
園
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

③　

関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

◆
国
が
新
制
度
で
目
指
す
こ
と
は

新
制
度
で
は
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
課
題
の
解
決
を

目
指
し
、
次
の
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

①　

質
の
高
い
幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
を
総
合

的
に
提
供
す
る
た
め
幼
稚
園
と
保
育
所
の
機
能

を
合
わ
せ
持
つ
「
認
定
こ
ど
も
園
」
の
普
及
が

進
め
ら
れ
ま
す
。

②　

保
育
の
質
を
確
保
し
な
が
ら
よ
り
多
く
の
方
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
認
定
こ
ど
も
園
や
保

育
所
な
ど
の
整
備
に
加
え
、
小
規
模
教
育
な
ど

多
様
な
保
育
を
充
実
さ
せ
て
待
機
児
童
の
解
消

と
、
身
近
な
地
域
で
の
保
育
機
能
が
確
保
さ
れ

ま
す
。

③　

親
子
が
交
流
で
き
る
拠
点
の
充
実
や
一
時
預
か

り
の
増
加
な
ど
す
べ
て
の
家
庭
を
対
象
と
し
て
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
多
様
な
子
育
て
支
援

が
進
め
ら
れ
ま
す
。

◆
新
制
度
に
向
け
た
町
の
取
組
み

新
制
度
に
お
い
て
、
市
町
村
に
は
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

町
に
お
い
て
も
、
子
ど
も
の
保
護
者
、
教
育
・
保

育
施
設
の
関
係
者
、
学
識
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
、
第
一
回
目

の
会
議
を
９
月
30
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

今
後
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
子
育
て
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
の
把
握
な
ど
を
基
に
事
業
計
画
を
策
定
す
る
な

ど
、
新
制
度
の
実
施
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

■
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

手
当
額
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

は
、
毎
年
の
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
改

定
す
る
物
価
ス
ラ
イ
ド
措
置
が
と
ら
れ
て
お
り
ま
す

が
、
物
価
下
落
時
に
特
例
措
置
に
よ
り
手
当
額
が
据

え
置
か
れ
た
経
緯
か
ら
、
平
成
24
年
度
の
手
当
額
が

本
来
水
準
よ
り
１
．
７
％
か
さ
上
げ
さ
れ
た
手
当
額

と
な
る
特
例
水
準
が
生
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
特
例
水
準
を
平
成
25
年
度
か
ら
平
成
27
年
度

に
か
け
て
解
消
す
る
関
係
法
案
が
施
行
さ
れ
、
平
成

25
年
10
月
分
か
ら
０
．
７
％
手
当
額
（
月
額
）
が
引

き
下
げ
ら
れ
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。（
平
成
27
年
４
月
か
ら
は
０
．
３
％
引

き
下
げ
）

児
童
扶
養
手
当
月
額

児
童
１
人
の
場
合

全
部
支
給
…
４
１
，１
４
０
円

一
部
支
給
…
４
１
，１
３
０
円
～
９
，７
１
０
円

児
童
２
人
の
場
合

全
部
支
給
…
４
６
，１
４
０
円

一
部
支
給
…
４
６
，１
３
０
円
～
１
４
，７
１
０
円

※
３
人
目
以
降
は
、
１
人
増
え
る
ご
と
に
３
，０
０
０

円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
一
部
支
給
額
は
所
得
額
に
応
じ
て
決
定
し
ま
す
。

特
別
児
童
手
当
月
額
（
児
童
一
人
に
つ
き
）

１
級
…
５
０
，
０
５
０
円

２
級
…
３
３
，
３
３
０
円

※
青
色
決
算
書
等
用
紙
が
必
要
な
場
合
は
、
恐
れ
入

り
ま
す
が
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
出
力
し

て
い
た
だ
く
か
、
税
務
署
の
窓
口
ま
た
は
説
明
会

当
日
に
会
場
で
お
受
取
り
く
だ
さ
い
。

■
税
の
役
割
・
・
・
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
《
税
を
考
え
る
週
間
（
11
月
11
日
～
17
日
）》

「
税
を
考
え
る
週
間
」で
は
、国
民
の
み
な
さ
ん
に
、

租
税
の
役
割
や
税
務
行
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
様
々
な
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
特
集
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
動
画
で
国
税
局
や
税
務
署
の

仕
事
を
紹
介
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組

「
Ｗ
ｅ
ｂ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
‐
Ｔ
Ｖ
」
や
イ
ラ
ス
ト
・

グ
ラ
フ
を
交
え
な
が
ら
税
の
役
割
を
分
か
り

や
す
く
解
説
し
た
ス
ラ
イ
ド
な
ど
、
税
に
関

す
る
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
税
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
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子
育
て
支
援
た
よ
り

保
健
事
業
た
よ
り

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）８
０
０
０

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）８
０
０
０

■
孫
育
て
講
座

日
に
ち
：
11
月
24
日
（
日
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

対　

象
：
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
、
ま
た
は
こ

れ
か
ら
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
に
な

る
予
定
の
方

内　

容
：
お
じ
い
さ
ん
・
お
ば
あ
さ
ん
と
し
て
、
ど

の
よ
う
に
子
育
て
に
関
わ
っ
た
ら
よ
い
の

か
、
学
び
ま
す
。
わ
ら
べ
う
た
や
絵
本
に

つ
い
て
も
学
び
ま
す
。

定　

員 

：
15
人
（
先
着
順
）

ご
希
望
の
方
は
、
子
育
て
総
合
支
援
室
（
保
健
福

祉
会
館
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
パ
パ
マ
マ
教
室

日
に
ち
：
１
日
目　

11
月
10
日
（
日
）

２
日
目　

11
月
17
日
（
日
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
正
午

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

対　

象
：
妊
娠
中
の
方
と
夫
、
家
族

内　

容
：
１
日
目　

妊
娠
・
出
産
に
つ
い
て

　
　
　
　

講
師
・
宮
木
孝
子
さ
ん

　
　
　
　
（
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
マ
イ
ル
モ
モ
）

２
日
目　

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
・
先

輩
パ
パ
マ
マ
の
話
・
パ
パ
の
妊

婦
体
験
・
町
の
事
業
紹
介

※
い
ず
れ
か
１
日
だ
け
の
参
加
も
可
能
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
子
育
て
総
合
支
援
室
（
保
健
福

祉
会
館
）
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
す

虐
待
と
は
「
子
ど
も
を
温
か
く
守
り
育
て
る
は
ず

の
親
や
親
に
代
わ
る
保
護
者
が
子
ど
も
の
心
や
体
を

傷
つ
け
、
健
や
か
な
成
長
や
人
権
の
形
成
に
重
大
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
」
で
す
。

子
ど
も
は
守
ら
れ
る
べ
き
存
在
で
す
。
し
か
し
、

本
来
、
子
ど
も
を
守
る
べ
き
立
場
に
あ
る
親
や
保
護

者
ら
に
よ
る
子
ど
も
へ
の
虐
待
が
、
現
在
深
刻
な
社

会
現
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

児
童
虐
待
を
す
る
保
護
者
の
背
景
に
は
様
々
な
ス

ト
レ
ス
や
葛
藤
が
あ
り
、
ま
た
原
因
は
一
つ
で
は
な

く
複
数
の
要
因
が
重
な
り
合
っ
て
起
こ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
子
育
て
中
は
心
配
事
や
悩
み
事
が
尽
き

な
い
も
の
で
す
。
悩
み
や
不
安
は
ひ
と
り
で
抱
え
込

ま
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
育
て
が
不
安
で
あ

る
、
負
担
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
時
は
周
り
の
人
や

様
々
な
関
係
機
関
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
あ
な
た
の
気
づ
き
が
子
ど
も
を
守
り
ま
す
。

子
ど
も
へ
の
虐
待
行
為
が
子
ど
も
の
心
身
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
る
前
に
、
よ
り
早
く
発
見
し
て
対
処

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
地
域
の
中
で
「
ち
ょ
と
お

か
し
い
な
」「
虐
待
か
も
」
と
感
じ
た
と
き
に
は
、

相
談
・
通
報
（
通
告
）
を
お
願
い
し
ま
す
。

通
告
し
た
方
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
ど
こ
へ
相
談
・
通
報
す
る
の
？

町
の
担
当
窓
口
や
児
童
相
談
所
で
相
談
で
き
ま
す
。

◦
役
場
「
生
活
福
祉
課
」
電
話
（
５
８
）
８
２
０
３

保
健
福
祉
会
館
内
「
子
育
て
総
合
支
援
室
」

電
話
（
５
８
）
８
０
０
０

◦
児
童
相
談
所　

全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル　

電
話　

０
５
７
０
（
０
６
４
）
０
０
０

（
地
域
の
児
童
相
談
所
に
電
話
が
自
動
で
つ
な
が

り
ま
す
）

虐
待
は
特
別
な
家
庭
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
う
る
問
題
で
す
。

子
育
て
を
す
る
人
が
、
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
々

や
身
近
な
相
談
機
関
と
関
わ
る
こ
と
は
虐
待
防
止
に

つ
な
が
り
ま
す
。

「
子
育
て
は
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
相
談
」

「
も
し
か
し
て
・
・
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
相
談
」

地
域
全
体
で
地
域
の
子
ど
も
の
成
育
を
見
守
り
ま

し
ょ
う
。

■
残
り
１
か
月
！

　

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を

受
診
し
ま
し
ょ
う

町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
～
74
歳

の
人
を
対
象
に
、
特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

の
健
診
は
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内

臓
脂
肪
症
候
群
）
の
早
期
発
見
・
改
善
と
生
活
習
慣

病
予
防
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る

人
に
は
、
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
健
診
の
対
象
の
み
な
さ
ん
に
は
、
６
月

下
旬
以
降
、
受
診
券
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
受
診
し
て
い
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
受
診
し
ま
し

ょ
う
。

受
診
期
限
：
11
月
末
ま
で

14だれもが安心して、元気に暮らせるまち ふるさと玉城　2013-11



■
地
産
地
消
料
理
教
室

日
に
ち
：
11
月
18
日
（
月
）

時　

間
：
午
前
9
時
30
分
～
正
午

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

内　

容
：
地
元
で
と
れ
る
食
材
を
使
っ
て
！

対　

象
：
町
在
住
の
方

定　

員
：
20
人

持
ち
物
：
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

参
加
費
：
３
０
０
円

締　

切
：
11
月
13
日
（
水
）

※
ご
希
望
の
方
は
、
保
健
福
祉
会
館
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

保
健
事
業
・
食
改
た
よ
り

保
健
福
祉
会
館
（
５
８
）８
０
０
０

産
業
振
興
た
よ
り

産
業
振
興
課
（
５
８
）８
２
０
４

■
農
地
の
管
理
は
、
適
正
に
！

農
地
法
に
は
、
農
地
の
所
有
者
等
に
対
し
て
「
農

地
の
農
業
上
の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保
す

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
旨
の
責
務
規
定

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な
い
農
地
が
あ
る
場
合

は
、
農
業
委
員
会
か
ら
適
正
な
利
用
に
つ
い
て
指
導

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
納
税
猶
予
の
制
度
や
、
農
業

者
年
金
の
支
給
に
影
響
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
っ
た

り
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
対
象
水
田
で
は
な
く
な

る
な
ど
今
後
の
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、周
囲
の
農
地
へ
病
害
虫
が
発
生
し
た
り
、

耕
作
放
棄
地
が
増
加
す
る
要
因
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

所
有
し
て
い
る
農
地
に
つ
い
て
は
、
耕
作
を
行
う

か
、
担
い
手
へ
貸
付
け
る
な
ど
荒
地
に
な
ら
な
い
よ

う
に
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
会
（
産
業
振
興
課
内
）
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

🅰
こ
の
よ
う
に
、「
悪
質
な
海
外
通
販
サ
イ
ト
」

に
よ
る
契
約
ト
ラ
ブ
ル
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
通

販
業
者
に
は
営
業
所
住
所
、
代
表
者
名
、
電
話
番

号
等
の
記
載
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
メ
ー
ル

し
か
連
絡
が
取
れ
な
い
よ
う
な
業
者
は
詐
欺
業
者

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

被
害
の
救
済
は
、
ほ
ぼ
不
可
能
で
す
か
ら
、
く

れ
ぐ
れ
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

迷
っ
た
ら
、
ま
ず
消
費
者
相
談
窓
口
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
三
重
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
電
話

０
５
９
‐
２
２
８
‐
２
２
１
２
）で
も
受
付
け
ま
す
。

〈19〉

🆀
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
で
、
有
名
ブ
ラ
ン

ド
の
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
を
購
入
し
ま
し
た
。
商

品
が
中
国
か
ら
届
き
、
確
認
し
た
ら
、『
偽
物
』

で
し
た
。
購
入
先
へ
メ
ー
ル
を
し
て
も
返
信

が
き
ま
せ
ん
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
？

《
11
月
の
相
談
日（
専
門
員
）》

日
に
ち
：
11
月
11
・
18
・
25
日
（
月
）

時　

間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場　

所
：
産
業
振
興
課

教
育
委
員
会
た
よ
り

教
育
委
員
会
（
５
８
）８
２
１
２

■
「
川
口
呉
川（
か
わ
ぐ
ち
ご
せ
ん
）」
展

南
勢
愛
好
会
・
教
育
委
員
会
で
は
、
秋
の
特
別
展
、

「
川
口
呉
川
」
展
を
開
催
し
ま
す
。

呉
川
は
、
伊
勢
市
の
生
ま
れ
で
、
磯
部
百
鱗
に
日

本
画
を
学
び
、
の
ち
京
都
の
竹
内
栖
鳳
に
師
事
し
ま

す
。ま

た
、
田
丸
の
三
縁
寺
に
昭
和
21
年
か
ら
昭
和
26

年
頃
ま
で
疎
開
し
、
そ
の
頃
に
描
い
た
画
も
町
内
に

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
、
所
蔵
家
の
ご
協
力
に
よ
り
、
総
数
約
29
点

の
作
品
を
展
覧
し
ま
す
。

こ
の
機
会
を
お
見
逃
し
な
く
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

展
示
日
：
11
月
8
日
（
金
）
～
17
日
（
日
）

開
館
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
４
時

た
だ
し
、
最
終
日
17
日
（
日
）
は
、
午

後
３
時
ま
で
。

入
場
料
金
：
無
料

■
第
26
回
玉
城
町
文
化
協
会
芸
能
発
表
会

日
に
ち
：
11
月
10
日
（
日
）

時　

間
：
午
前
９
時
30
分（
開
会
）～
午
後
４
時
30
分

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

演　

目
：
コ
ー
ラ
ス
・
大
正
琴
・
詩
吟
・
カ
ラ
オ
ケ
・

日
舞
・
社
交
ダ
ン
ス
・
吟
舞
・
フ
ラ
ワ
ー

ダ
ン
ス
・
民
謡
お
ど
り
・
フ
ラ
ダ
ン
ス

終
演
後
に
粗
品
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。
お
誘
い
合

わ
せ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
玉
城
町
文
化
協
会
芸
能
大
会　

辻
村　

運
営
委
員
長　

電
話
（
５
８
）
２
２
５
９
へ
。
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次
の
要
領
に
よ
り
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

募
集
住
宅
：
城
東
団
地
中
層
耐
火
４
階
建
３
Ｄ
Ｋ

募
集
戸
数
：
１
戸
（
城
東
団
地
１
戸
）

※
た
だ
し
、
募
集
中
に
空
戸
数
が
増
と
な
っ
た
場
合

は
、
募
集
戸
数
を
追
加
し
ま
す
。

募
集
受
付
期
間
：
10
月
25
日（
金
）～
11
月
25
日（
月
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で
。

※
た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
き
ま
す
。

入
居
料
及
び
敷
金
：
入
居
料
は
前
年
度
所
得
か
ら
算

出
し
ま
す
。
敷
金
は
、
入
居
料
の
３
カ
月
分
で
す
。

※
収
入
基
準
額
（
月
額
）
１
５
８
，
０
０
０
円
を
超

え
て
い
る
方
は
、
申
込
を
お
断
り
い
た
し
ま
す
。

入
居
資
格
者
：
町
に
住
所
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
町

内
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

※
１　

単
身
者
（
60
歳
未
満
）、
ま
た
は
家
族
を
不

自
然
に
分
割
し
て
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
２　

そ
の
他
、
玉
城
町
町
営
住
宅
管
理
条
例
に
基

づ
き
、
入
居
資
格
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

申
込
方
法
：
入
居
申
込
書
に
次
の
書
類
を
添
付
し
、

町
建
設
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
町
営
住
宅
入
居
申
込
書
（
様
式
有
）

②
入
居
者
（
全
員
）
の
住
民
票

③
平
成
24
年
分
源
泉
徴
収
票
も
し
く
は
そ
れ
に
代
わ

る
も
の

④
在
勤
在
職
証
明
書
（
様
式
有
）

⑤
市
区
町
村
税
完
納
証
明
書
（
町
内
勤
務
で
町
外
に

在
住
し
て
い
る
方
は
、
在
住
の
役
所
で
お
取
り
寄

せ
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

入
居
日
：
平
成
26
年
１
月
上
旬
を
予
定
。

■
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

日
に
ち
：
11
月
10
日（
日
）・
20
日（
水
）・
30
日（
土
）

時　

間
：
午
後
１
時
～
３
時

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館

相
談
員
：
民
生
児
童
委
員
・
行
政
相
談
員
・
人
権
擁

護
委
員

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
】

■
11
月
の
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

日
に
ち
：
11
月
13
日
（
水
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

内　

容
：
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ
ズ
を
作
ろ
う
！

　
　
　
　
　

■
11
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

日
に
ち
：
11
月
21
日（
木
）

時　

間
：
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場　

所
：
保
健
福
祉
会
館　

研
修
室

対　

象
：
０
～
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

■
11
月
の
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン

日
に
ち
：
11
月
６
・
20
日（
水
）

場　

所
：
さ
く
ら
児
童
館

日
に
ち
：
11
月
13
・
27
日（
水
）

場　

所
：
梅
が
お
か
児
童
館

時　

間
：
午
後
3
時
30
分
～
4
時

11月７日（木）	 午前中（田丸保育所・有田保育所）
11月20日（水）	 午前中（外城田保育所･下外城田保育所)

◦田 丸：（58）3077
◦外 城 田：（58）3925
◦有 田：（58）4411
◦下外城田：（58）4932

11月の園庭開放 ※お問合せは、
それぞれの保育所へお願いします。

町立保育所
園庭開放の
ご 案 内

11月の園庭開放

　

社
会
福
祉
協
議
会
（
５
８
）６
９
１
５

建
設
課
（
５
８
）８
２
０
５

社
協
た
よ
り

建
設
た
よ
り

■
犯
罪
被
害
者
週
間（
11
月
25
日
～
12
月
１
日
）

だ
れ
も
が
犯
罪
被
害
者
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

社
会
全
体
で
被
害
者
を
支
え
、
被
害
者
も
加
害
者

も
出
さ
な
い
町
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

伊
勢
警
察
署
た
よ
り

伊
勢
警
察
署
（
２
０
）０
１
１
０

《
被
害
者
相
談
窓
口
》

公
益
社
団
法
人
み
え
犯
罪
被
害
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

相
談
専
用
：
電
話
０
５
９
（
２
２
１
）
７
８
３
０

受
付
時
間
：
月
～
金
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

■
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
や
Ｄ
Ｖ
被
害
の
早
期
相
談

に
つ
い
て

被
害
者
や
そ
の
家
族
に
大
き
な
不
安
や
恐
怖
を
与

え
る
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
や
配
偶
者
な
ど
に
よ
る
暴
力

（
Ｄ
Ｖ
：
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）
は
犯

罪
行
為
で
あ
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
さ
ら
に

重
大
な
犯
罪
に
発
展
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

ス
ト
ー
カ
ー
や
Ｄ
Ｖ
被
害
に
遭
わ
れ
て
い
る
方
は

一
人
で
悩
ま
ず
、
早
い
段
階
で
伊
勢
警
察
署
ま
た
は

最
寄
の
駐
在
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
三
重
県
警
察
本
部
ス
ト
ー
カ
ー
対
策
室

０
５
９
（
２
２
２
）
０
１
１
０　

内
線
３
０
５
４

■
追
突
〝
ゼ
ロ
〟
作
戦

　

～
追
突
は
よ
そ
見
し
な
け
り
ゃ
防
げ
ま
す
～

作
戦
そ
の
①　

追
突
の
原
因
を
理
解
し
よ
う

◦
よ
そ
見
・
わ
き
見
・
ぼ
ん
や
り
運
転

◦
考
え
事

◦
焦
り

◦
車
間
距
離
の
不
足

◦
タ
イ
ヤ
の
す
り
減
り
（
整
備
不
足
）

◦
前
方
不
注
意

作
戦
そ
の
②　

追
突
さ
れ
な
い
工
夫
を
し
よ
う

◦
む
や
み
な
急
ブ
レ
ー
キ
の
禁
止

◦
ポ
ン
ピ
ン
グ
ブ
レ
ー
キ
の
励
行

◦
渋
滞
の
際
の
減
速
、
停
止
時
、
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ

の
点
灯

◦
急
な
進
路
変
更
の
禁
止

作
戦
そ
の
③　

も
し
も
の
追
突
に
備
え
よ
う

◦
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
（
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
）
の
正

し
い
使
用

◦
停
止
す
る
際
は
、
前
車
と
車
間
距
離
を
確
保

◦
後
続
車
の
動
き
を
ル
ー
ム
ミ
ラ
ー
で
確
認
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秋色もようよう濃くなって参りました。皆様に
おかれましてはますますご健勝のこととお喜び申
し上げます。

最近の新聞、テレビでも大きく報道されました
が、全国各地から玉城町へのふるさと納税寄附件
数が現在、東海３県でトップ（2008 ～ 2012年寄
附件数　累計1,943件）となっています。町民の皆
様のご理解、ご協力により進めている先進的な行
政運営に対する評価であると思っています。
この寄附は、お寄せ下さった方の指定どおり町
の政策に活用させていただいております。
今後も町の情報を発信し、玉城ファンを増やし
ていきたいと考えています。
９月27日、名古屋市で開催された東海ブロック
農地・水保全管理事業の代表者研修で、冨岡区が
優良事例として取上げられ、中西　良治さんが事
例発表をされました。
区民全員が協力し合って地域を良くしていこう
という素晴らしい内容でありました。
この事業への取組みも現在、県内１位となって
おり、町の環境を守るために取組んでいただいて
いる皆様に大変感謝をしています。

最近、夏の猛暑が続いたり、近隣でも竜巻が起
こるなど異常気象が発生しています。＊ICPP（気
候変動に関する政府間パネル）が発表した第五次
評価報告書によると、今世紀末の平均気温は、現
在より4.8℃上昇するといわれており、その主な
原因が、人間活動である可能性が極めて高いと指
摘されています。我々が出来る地球温暖化対策を
急ぐことが重要だと考えています。

10月15日　町長室にて

消
防
た
よ
り

伊
勢
市
消
防
本
部
予
防
課
（
２
５
）１
２
６
８

■
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
（
土
）
～
15
日
（
金
）

◦
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た

位
置
で
使
用
す
る
。

◦
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す
。

４
つ
の
対
策

◦
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
す
る
。

◦
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を

防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

◦
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用

消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

◦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

伊
勢
市
消
防
本
部
管
内
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

主
な
行
事

☆
火
災
予
防
運
動
の
「
の
ぼ
り
」
を
掲
示
し
火
災
予

防
の
啓
発
。

☆
管
内
事
業
所
協
力
の
も
と
防
火
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
て
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
係
る
呼
び
か

け
。

☆
管
内
事
業
所
協
力
の
も
と
消
防
と
合
同
の
訓
練
。

☆
多
数
の
観
客
等
が
参
加
す
る
行
事
に
対
す
る
火
災

予
防
指
導
等
の
徹
底
。

☆
町
消
防
団
に
よ
り
消
防
車
両
を
使
用
し
て
火
災
予

防
広
報
活
動
。

空
地
お
よ
び
空
家
の
管
理

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

空
地
の
所
有
者
、
管
理
者
お
よ
び
占
有
者
は
当
該
空

地
の
枯
草
等
の
燃
焼
の
恐
れ
の
あ
る
物
件
の
除
去
そ

の
他
火
災
予
防
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
空
家
の
所
有
者
、
管
理
者
お
よ
び
占
有

者
は
、
放
火
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
当
該
空
家
へ

の
侵
入
の
防
止
、
周
囲
の
燃
焼
の
恐
れ
の
あ
る
物
品

の
除
去
そ
の
他
火
災
予
防
上
必
要
な
措
置
を
講
じ
て

く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　

消
す
ま
で
は　

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
多
発
す
る
時
季
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
全
国
一
斉
の
火
災
予
防
運
動
に
加
え
、
伊
勢
市

消
防
本
部
の
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
住
民

の
防
火
意
識
を
高
揚
し
、
も
っ
て
火
災
の
発
生
を
防
止

し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぎ
、
住
み
よ
い
郷

土
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

住
宅
防
火　

命
を
守
る　

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

―
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
―　

３
つ
の
習
慣

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

お詫び）
先月号（Ｐ９、町長コラム）で記事の一部を誤って掲載しました。
下記のとおり訂正します。
誤）森本　節冶　　正）森本　節治

＊ICPP　国際的な専門家でつくる、地球温暖化についての
科学的な研究の収集、整理のための政府間機構
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総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
パ
ワ
ハ
ラ
、
職

場
で
の
上
下
関
係
に
関
す
る
悩
み
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

等
、
職
場
で
の
悩
み
や
相
談
に
対
し
て
、
紛
争
当
事

者
に
指
導
、助
言
や
あ
っ
せ
ん
（
話
し
合
い
の
機
会
）

を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
窓
口
は
、
県
内
の
7
カ
所
に
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
の
最
低
賃
金
は
、
10
月
19
日
か
ら
、
13
円

引
き
上
げ
ら
れ
て
「
時
間
額
７
３
７
円
」
に
な
り
ま

し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
は
、
年
齢
・
雇
用
形
態
（
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
）
を
問
わ
ず
、
三
重
県
内
で
働
く

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
特
定
の
産
業
に
該
当
す
る
事
業
場
で
働
く

労
働
者
に
は
、
三
重
県
最
低
賃
金
と
は
別
に
、
産
業

別
最
低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
小
企
業
事
業
主
の
方
の
た
め
に
、
最
低

賃
金
の
引
き
上
げ
に
関
す
る
無
料
相
談
窓
口
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

中
小
企
業
相
談
支
援
事
業
・
三
重
県
最
低
賃
金
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

津
市
丸
之
内
養
正
町
４
─
１
森
永
三
重
ビ
ル
３
Ｆ　

三
重
県
経
営
者
協
会
内

相
談
電
話　

０
５
９（
２
２
６
）０
０
３
３

９
月
29
日
、
保
健
福
祉
会
館
で
町
文
化
協
会
主
催

の
同
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
45
名
が
参
加
し
、
終
日
囲
碁
を
楽
し

み
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

《
Ａ
ク
ラ
ス
》
※
敬
称
略

優　

勝　
　

大
松　

敏
雄　

（
松
阪
市
）

準
優
勝　
　

佐
久
間　

学　

（
松
阪
市
）

３　

位　
　

山
本　

紀　
　

（
伊
勢
市
）

《
Ｂ
ク
ラ
ス
》

優　

勝　
　

中
井　

希　
　

（
玉
城
町
：
有
田
小
）

準
優
勝　
　

広　

武
司　
　

（
明
和
町
）

３　

位　
　

中
井　

正
行　

（
明
和
町
）

《
Ｃ
ク
ラ
ス
》

優　

勝　
　

田
所　

隼
右
夫
（
玉
城
町
：
原
）

準
優
勝　
　

瀬
田　

亜
輝　

（
玉
城
町
：
世
古
）

３　

位　
　

中
村　

元
則　

（
明
和
町
）

（平成25年９月30日現在）

人のうごき ◦人口　15,598人（－18人）
　【うち日本人　15,406人（＋６人）】

◦男　7,570人（＋６人）	 ◦女　8,028人（－24人）
　【うち日本人7,548人（＋６人）】	 　【うち日本人7,858人（±０人）】

◦世帯数　5,529世帯（－19世帯）
　【うち日本人世帯　5,365世帯（＋５世帯）】
　（　）は９月１日以降の増減

■
第
６
回
伊
勢
地
区
医
師
会　

脳
卒
中
・
認
知
症

　

市
民
公
開
講
座

日
に
ち
：
11
月
23
日
（
土
）

時　
　

間
：
午
後
１
時
～
4
時

伊
勢
地
区
医
師
会
た
よ
り

伊
勢
地
区
医
師
会
（
２
８
）２
４
７
６

三
重
労
働
局
賃
金
室　

０
５
９（
２
２
６
）２
１
０
８

三
重
労
働
局
総
務
部
企
画
室　

０
５
９（
２
２
６
）２
１
１
０

第
15
回

玉
城
町
長
杯
囲
碁
大
会　

結
果

三
重
県
最
低
賃
金
が

時
間
額
７
３
７
円
に
改
定

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て

ご
相
談
く
だ
さ
い

相談窓口 所在地 電話番号

三重労働局
　総合労働相談コーナー

津市島崎町327－2
（三重労働局総務部企画室） 059（226）2110

四日市総合労働相談コーナー 四日市市新正2－5－23
（四日市労働基準監督署内） 059（352）9776

松阪総合労働相談コーナー 松阪市高町493－6
（松阪労働基準監督署内） 0598（51）0015

津総合労働相談コーナー 津市島崎町327－2
（津労働基準監督署内） 059（227）1282

伊勢総合労働相談コーナー 伊勢市船江1－12－16
（伊勢労働基準監督署内） 0596（28）2164

伊賀総合労働相談コーナー 伊賀市緑ヶ丘本町1507－3
（伊賀労働基準監督署内） 0595（21）0802

熊野総合相談コーナー 熊野市井戸町672－3
（熊野労働基準監督署内） 0597（85）2277

場　
　

所
：
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
い
せ
ト
ピ
ア
」

内　
　

容

第
１
部
「
脳
卒
中
・
認
知
症
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

◦
減
塩
・
カ
ロ
リ
ー
管
理
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

◦
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い〝
お
薬
の
飲
み
方
〟

◦
家
庭
で
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
負
担
に
な
ら
な
い
ひ
と

工
夫

第
２
部
「
問
題
を
解
決
」

　
　
　

出
演
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

参
加
費
：
無
料

お
問
合
せ
：
伊
勢
地
区
医
師
会
（
２
８
）
２
４
７
６
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裁
判
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー

０
５
９（
２
３
３
）１
１
７
０

放
送
大
学　

平
成
26
年
度

第
１
学
期（
４
月
入
学
）学
生
募
集

■
裁
判
員
制
度

　

～
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
！
～

○
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市
区
町
村
の
選
挙
管
理

委
員
会
が
選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し

た
名
簿
を
基
に
、
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作
成
さ
れ

ま
す
。

平
成
26
年
分
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
数
は
、
全

国
で
２
３
万
６
，
５
０
０
人
で
す
（
有
権
者
全
体
に

占
め
る
割
合
は
、
約
４
４
０
人
に
１
人
）。

○
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て

平
成
26
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た

方
に
は
、
本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ

と
の
通
知
（
名
簿
記
載
通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

こ
の
通
知
は
、
来
年
２
月
頃
か
ら
平
成
27
年
２
月
頃

ま
で
の
間
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
裁
判
員

に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝
え

し
、
あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め

の
も
の
で
す
。
こ
の
段
階
で
は
、
ま
だ
具
体
的
な
事

件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
名
簿
記
載
通
知
と
あ
わ
せ
て
調
査
票
を
お

送
り
し
ま
す
。
こ
の
調
査
票
は
、
裁
判
員
候
補
者
の

方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、
調
査
票
の
ご
回
答
の

内
容
に
よ
り
、
１
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認

め
ら
れ
る
場
合
等
に
は
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く

こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
、
裁
判
員
候
補
者
の
方
々

の
負
担
軽
減
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
の

で
、
お
尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方
は
、

返
送
し
て
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

津
地
方
裁
判
所
事
務
局　

総
務
課
庶
務
係

０
５
９（
２
２
６
）４
１
７
２

辞
退
の
申
出
が
で
き
る
時
期
や
期
間
等
に
何
ら
か

の
制
限
を
設
け
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
出
な
か
っ
た
場
合
で

も
、
実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際

に
お
送
り
す
る
質
問
表
で
辞
退
を
申
出
て
い
た
だ
く

こ
と
も
、
ま
た
は
裁
判
の
当
日
（
選
任
手
続
時
）
に

辞
退
を
申
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

裁
判
員
制
度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

放
送
大
学
は
、
自
宅
で
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で

す
。
平
成
26
年
度
第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
教
養

学
部
学
生
お
よ
び
大
学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目

生
を
募
集
し
ま
す
。

学
生
の
種
類

【
教
養
学
部
】

①
科
目
履
修
生
：
半
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科

目
を
学
ぶ

②
選
科
履
修
生
：
１
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科

目
を
学
ぶ

③
全
科
履
修
生
：
４
年
以
上
在
学
し
、
大
学
卒
業
を

目
指
す

【
大
学
院
】

①
修
士
科
目
生
：
半
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科

目
を
学
ぶ

②
修
士
選
科
生
：
１
年
間
在
学
し
、
興
味
の
あ
る
科

目
を
学
ぶ

入
学
試
験
・
入
学
資
格

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学
卒
業
を
目
的
と

す
る
学
部
全
科
履
修
生
は
18
歳
以
上
で
、
高
等
学
校

卒
業
、
ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
方
。
学
部
科
目

履
修
生
・
選
科
履
修
生
は
、
15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
可
。

※
大
学
院
修
士
選
科
生
・
修
士
科
目
生
は
、
18
歳
以

上
で
あ
れ
ば
可
。

学
習
方
法

自
宅
の
テ
レ
ビ
（
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
ま
た
は
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
送
）
で
放
送
授
業
を
視
聴
す
る

か
、
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー
（
三
重
県
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
利
用
し
て
学
習

し
ま
す
。（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
一
部
地
域
で
視
聴

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

募
集
期
間
：
11
月
15
日
（
金
）
～
平
成
26
年
2
月
28

日
（
金
）
ま
で

詳
し
く
は
、
放
送
大
学
三
重
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.ouj.ac.jp

）
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊
勢
支
部
で
は
、
三

重
県
司
法
書
士
会
伊
勢
支
部
の
協
賛
で
、
次
の
と
お

り
「
無
料
登
記
相
談
会
」
を
開
設
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
：
11
月
16
日
（
土
）

時　
　

間
：
午
後
１
時
～
４
時

場　
　

所
：
保
健
福
祉
会
館

内　
　

容
：
登
記
全
般
に
つ
い
て
（
土
地
の
境
界
・

土
地
分
筆
・
合
筆
・
建
物
新
築
・
増
築
・

解
体
、
相
続
・
売
買
・
贈
与
・
会
社
設

立
な
ど
に
関
す
る
）
の
相
談

お
問
合
せ
：
三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊
勢
支
部

支
部
長　

有
竹
良
行

電
話　

０
５
９
９
（
４
３
）
９
８
０
０

※
先
着
順
。
混
み
合
っ
て
い
る
場
合
は
お
待
ち
い
た

だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

無
料
登
記
相
談
会

三
重
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
伊
勢
支
部
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	 子育て	
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備考

11月11日(月） ぴよぴよ
サロン 10：30～11：30 保健福祉会館 ベビーマッサージ 生後２カ月～６カ

月のお子さん 要

11月18日（月） はいはい
サロン 10：30～11：30 保健福祉会館 「親子ヨガ」

わらべうたあそび、絵本
生後７カ月～ 11
カ月のお子さん ―

11月26日（火） 1 歳のひろば 10：30～11：30 保健福祉会館 ３Ｂ体操であそぼう 1 歳のお子さん ―

11月29日（金） ２歳児のお子さん
集まれー！ 10：30～11：30 保健福祉会館 小麦粉粘土であそぼう 2 歳・3 歳のお子

さん ー

毎週月曜日
　～金曜日

子育て支援
タイム

「にこにこ」
10：00～15：00 保健福祉会館

（幼児児童福祉室）

こどもたちが、自由に遊びながら、親
子、親同士が楽しくふれあう場です。
また子育ての不安や悩みの相談にも応
じます。

子育て中の親子
（おじいちゃん・
おばあちゃんも
大歓迎）

―

第１金曜日
「すくすく測定日」
身体計測ができ
ます。

	 保健（母子）	
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 備考

11月６日（水）
14日（木） 子ども相談

６日
10：00～12：00

14日
10：00～17：00

保健福祉会館

６日
言語療法士による言語相談
14日
臨床心理士による育児相談・
必要に応じて発達検査等

乳幼児・小中学生の
お子さんと保護者 要 １人１時間

程度です。

11月13日（水） 1 歳 6 カ月児
健康診査

12：50～13：20
（受付時間） 保健福祉会館

小児科健診・歯科健診・身体
計測・問診・ブックスタート
など

H24.3.1～H24.4.30
生まれのお子さん
前回未受診のお子さん

―
該当児には
個人通知し
ます。

11月14日（木）
21日（木） 乳幼児相談

14日
10：00～11：30

21日
10：00～11：30
13：30～14：30

保健福祉会館

身体計測・離乳食や子育て全般
に関する相談
助産師のおっぱい相談（21日の
み）

生後 2 カ月～未
就園のお子さん ―

おっぱい相談
の み 予 約 が
必要。

11月14日（木） ７カ月児相談 13：00～13：15
(受付時間） 保健福祉会館

はな♪はな♪おはなし会さん
の絵本の読み聞かせ・身体計測・
問診・離乳食の相談・育児相談

H25.3.16～H25.4.15
生まれのお子さん
前回未受診のお子さん

―
該当児には
個人通知し
ます。

11月27日（水） 幼児食教室 10：20～11：30 保健福祉会館 幼児食についての講話と親子
での簡単なクッキング

1 歳６カ月～２歳６
カ月までのお子さん 要

	 保健（成人）	
日にち 事業名 時　間 場　所 内　　　容 対　　象 申込 料金

11月６日（水） 健康相談 9：30～10：30 保健福祉会館 血圧測定、検尿、健康に関する
相談 40歳以上の方 ― 無料

11月12日（火）
27日（水） 健診後健康相談 12日13：30～15：30

27日 9：30～11：30 保健福祉会館 健診の結果説明
血圧測定、検尿（希望者）

人間ドック・特定健康
診査を受診した方 要 無料

　　Ｈ26年
５月～３月 乳がん検診 医療機関の

実施時間内 玉城病院

<30～64歳> (水)・第1.2（土）
マンモグラフィ・超音波・視触診
<65歳～> (月)(火)(木)(金)
マンモグラフィ・視触診

30歳以上の女性 ① 無料（※）

６月～12月

胃がん検診 医療機関の
実施時間内

久瀬医院・玉城病院・
たまき玉川クリニック・

中嶋医院
胃カメラ・バリウムの選択 40歳以上の方 要 2,700円

大腸がん検診 医療機関の
実施時間内

神戸クリニック・
久瀬医院・玉城病院・
たまき玉川クリニック・

中嶋医院

便潜血検査（２日法） 40歳以上の方 ② 200円（※）

肺がん検診 医療機関の
実施時間内

久瀬医院・玉城病院・
たまき玉川クリニック・

中嶋医院
胸部レントゲン検査 40歳以上の方 ③ 400円

子宮頸がん検診 医療機関の
実施時間内 伊勢市内医療機関 子宮頸部細胞診 20歳以上の女性 ④ 1,400円（※）

①申込書を玉城病院へＦＡＸ・郵送または持参。申込書は、玉城病院・生活福祉課・保健福祉会館にあります。
②中嶋医院のみ要予約　　③玉城病院以外要予約　　④生活福祉課で発行する受診券（もしくはクーポン券）が必要

（※）がん検診推進事業（クーポン券での無料検診）も実施しています。対象の方には５月下旬にクーポン券を発送済です。

■ 子育て支援＆保健事業カレンダー■ 保健福祉会館（58）8000
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図書館だより図書館だより
～新着図書のお知らせ～

玉城町図書館 （58）8212

冴えわたる月の輝きに、秋の深まりを感じ
るこのごろです。秋の夜長は読書で過ごすの
はいかがでしょうか。玉城町図書館では、旬
の本・話題の本を取り揃え、皆さんのご来館
をお待ちしています。どうぞご利用ください。
なお、新規でご利用の方は図書カードの登録
が必要です。

（身分証明書をご持参ください）

●購入図書
三浦しをん「政と源」、池井戸潤「空飛ぶ

タイヤ」、朝井りょう「桐島、部活やめるっ
てよ」、佐伯泰英「鎌倉河岸捕物控暴れ彦四
郎」、是枝裕和他「そして父になる」、市川拓
司「こんなにも優しい世界の終わりかた」、
内田康夫「北の街物語」
実　用

鈴木あけみ「夫の年収を２倍にする奇跡の
ほめ言葉」、柳原尚之他「わが家に伝わる㊙
レシピプロ技キッチン！」、比田井和孝「あな
たの人生が変わる奇跡の授業」、橋本武「伝説
の灘校国語教師の学問のすすめ」、木村籐子

「気づく力」
児童書

成田サトコ「らくだい魔女シリーズ７らく
だい魔女と迷宮の宝石」、峰飼耳「お月見テン
テン」、あんびるやすこ「なんでも魔女商会 20
運命のウエディングドレス」、村上しいこ「ハ
ロウィンの犬」、きぼりつこ「しずくちゃん 21」
絵　本

よしながこうたく「ぼくの兄ちゃん」、村
上しいこ「れいぞうこのなつやすみ」、岡田
よしたか「ちくわのわーさん」、せなけいこ「は
んしろうがわらった」、宮西達也「あいする
ことあいされること」
紙芝居

まついのりこ「みんなでぽん！」、ミノオカ・
リョウスケ「しゅつどう！はしごしゃノビー
ルくん」

この他、課題図書など多数揃えました。
ぜひご利用ください。

読みたい本のリクエストがありましたら下
記へお願いします。（予算、内容に照らし、
購入を検討させていただきます。）

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
労
働
保
険
の
加
入
は
お
済

み
で
す
か
？

労
働
保
険
と
は
、
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総
称

で
、
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、
福
祉
の
増
進
等
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
国
が
直
接
管
理
運
営
し
て
い
る

保
険
で
す
。
農
林
水
産
業
の
一
部
を
除
き
、
労
働
者

を
一
人
で
も
雇
用
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
法
人
・

個
人
を
問
わ
ず
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

労
働
保
険
に
加
入
し
て
、
従
業
員
の
方
々
が
安
心

し
て
働
け
る
職
場
に
し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
ま
た
は

公
共
職
業
安
定
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

有 料 広 告

住宅ローンコンサルティング　久保ＦＰ事務所へ一度ご相談を！

実際に喜んで頂いたお客様の例です！（住宅ローン 当初借入れ2400万円　築5年）

・相談前　住宅ローン返済　月々 ７.６万円　ボーナス ９.１万円
・相談後　住宅ローン返済　月々 ６.４万円　ボーナス ７.３万円
※10年間で支払い総額約180万円減額、10年後の残債予定額約45万円減額
　10年間で200万円以上の支払いコストを削減する事が出来ました！
お客様の状況により、支払いコストを削減する事が、出来ない場合もございます。先ずは一度相談下さい。

完全予約制となっています。相談日時等は連絡後決定させていただきます。

住宅ローンコンサルティング　久保ＦＰ事務所へ一度ご相談を！
住宅ローンアドバイザーが中立的な立場で提案致します！住宅ローンアドバイザーが中立的な立場で提案致します！

〒519-0414
度会郡玉城町佐田422-3
ＴＥＬ・ＦＡＸ ０５９６－５８－５８０６
携帯　０９０－７０２１－４１２４
e-mail　fpgblovers@yahoo.co.jp

初回相談料は、お客様の相談内容やご要望をお聞きする
　ため、無料とさせていただきます。

有料相談に移行する場合は、サービス内容、料金を明確に
　表示させていただきます。

コンサルティング内容にご満足いただけない場合は、相談
　料をいただきません。

三
重
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室　

０
５
９（
２
２
６
）２
１
０
０

11
月
は
労
働
保
険
適
用
推
進

強
化
期
間
で
す

■「
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
作
り
」講
習
会
参
加
者
募
集

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
を
使
っ
て
生
ご
み
を
土
に
返
す

方
法
を
学
び
環
境
に
優
し
い
生
活
を
…

日
に
ち
：
11
月
23
日
（
土
）

時　

間
：
午
前
10
時
～
正
午

場　

所
：
伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

〒
５
１
５
‐
０
５
０
５　

伊
勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３

持
ち
物
：
蓋
付
き
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
（
縦
＋
横
＋

深
さ
＝
70
㎝
以
内
）、
エ
プ
ロ
ン

定　

員
：
30
名
（
１
家
族
１
名
）

（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
み
：
11
月
12
日
（
火
）
か
ら
受
付
開
始

リ
サ
イ
ク
ル
た
よ
り

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
３
８
）２
８
０
０
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度会郡玉城町勝田4016-3（旧勘兵衛茶屋）

0596-58-9375
営業時間 9：30～18：00

11月イベント情報
11月24日（日）10：00～

☆城ギャラリー☆
山本昌子「達磨」展

毎月第４日曜日は、楽しいイベント盛りだくさん！

『グスクの殿様市』
　“山の幸・海の幸勢揃い”

TEL・FAX
※この販売処は国の緊急雇用創出事業および
　三重県南部地域活性化基金を活用しています。

期 間：10月16日（水) ～１1月１５日(金)
※ 出品者・ギャラリー利用者を募集中！　 ※ 農産物出品者 募集中！　

子
育
て
情
報
お
届
け
し
ま
す

子
育
て
総
合
支
援
室
（
５
８
）
８
０
０
０

秋
ら
し
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
空
気
が
澄
ん

で
気
持
ち
の
良
い
季
節
で
す
。

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
で
、

マ
ス
コ
ミ
や
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
虐
待
が
取

り
上
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
今
な
お
虐
待
に

さ
ら
さ
れ
て
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
子
ど
も

た
ち
が
い
る
と
思
う
だ
け
で
、
心
が
潰
れ
そ
う

に
な
り
ま
す
。「
誰
一
人
と
し
て
虐
待
を
さ
れ

て
い
い
子
ど
も
は
い
な
い
ん
だ
よ
」「
あ
な
た

は
安
心
し
て
幸
せ
に
生
き
る
権
利
が
あ
る
ん
だ

よ
」
と
叫
び
た
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
現
実
に
虐
待
の
件
数
は
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
窮
屈
な
大
人
の
社
会
の
し
わ
寄
せ
が
子
ど

も
た
ち
を
つ
ら
い
目
に
あ
わ
せ
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

虐
待
に
は
４
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。「
身

体
的
虐
待
」
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
に
殴
る
、

蹴
る
、
水
風
呂
や
熱
湯
風
呂
に
沈
め
る
、
や
け
ど

を
さ
せ
る
、
首
を
絞
め
る
、
厳
冬
期
に
戸
外
へ

閉
め
出
す
な
ど
暴
行
を
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。

「
性
的
虐
待
」
は
子
ど
も
へ
の
性
交
や
性
的
な

行
為
の
強
要
・
教
唆
、
子
ど
も
に
性
器
や
性
交

を
見
せ
る
な
ど
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、

性
的
虐
待
な
ん
て
起
こ
る
は
ず
が
な
い
と
思
い

が
ち
で
す
が
、
実
際
に
乳
幼
児
の
時
期
か
ら
発

生
し
て
い
ま
す
。

「
心
理
的
虐
待
」
は
大
声
や
脅
し
な
ど
で
恐
怖

に
陥
れ
る
、
無
視
や
拒
否
的
な
態
度
を
と
る
な

ど
、
子
ど
も
の
心
を
死
な
せ
て
し
ま
う
よ
う
な

虐
待
と
思
う
と
い
い
で
し
ょ
う
。

「
ネ
グ
レ
ク
ト
」
は
保
護
の
怠
慢
、
養
育
の

放
棄
・
拒
否
な
ど
で
、
保
護
者
が
子
ど
も
を
家

に
残
し
て
外
出
す
る
、
食
事
を
与
え
な
い
、
衣

服
を
着
替
え
さ
せ
な
い
な
ど
が
入
り
ま
す
。
年

齢
の
低
い
子
ど
も
に
起
こ
り
や
す
く
、
死
に
至

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
事
情
が
あ
る
に
せ
よ
、
お
腹
に
宿
っ
た

命
を
愛
し
く
思
っ
た
瞬
間
は
誰
に
で
も
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
の
世
の
中
は
子
ど
も

を
育
て
に
く
い
時
代
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
虐
待

と
し
つ
け
の
違
い
も
は
っ
き
り
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
最
初
に
学
ぶ
こ
と
は
「
口
か
ら

食
べ
物
を
取
り
入
れ
、
肌
の
接
触
で
人
の
温
か

さ
を
取
り
入
れ
、
耳
か
ら
は
優
し
さ
を
取
り
入

れ
、
目
で
自
分
の
世
界
を
取
り
入
れ
て
い
く
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に

は
、
親
子
に
優
し
い
ま
な
ざ
し
と
言
葉
を
か
け

て
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。
そ
し
て
虐

待
し
そ
う
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
ら
、
誰
か
に
聞

い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。
必
ず
手
を
差
し
伸
べ

て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
か
ら
。
あ
な
た
の
し
ん

ど
さ
を
受
け
と
め
て
く
れ
る
人
が
い
ま
す
か

ら
。
よ
か
っ
た
ら
、
子
育
て
総
合
支
援
室
へ
も

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ね
。

　江戸時代紀州こぼれ噺の掲載は、提供者の都合により一時休止いたします。ご了承ください。

「江戸時代紀州こぼれ噺」の掲載休止について
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町内（自治区主催）の行事やイベントなど取材依頼をお待ちしています。
日にち・時間・場所・連絡先をお伝えください。

たまきチャンネル CATV
123ch

片付け
仕事
片付け
仕事

不要品の
処分

不要品の
処分

遺品の
整理
遺品の
整理

家具移動
タンス１本から
家具移動
タンス１本から

有 料 広 告

たまきチャンネル 10月25日～11月24日

たまきチャンネル プログラム
時 内　　　容

6

00 玉城オリジナル健康体操①
06 知っ得、納得①
18 ちょっとたまき①
30 玉城オリジナル健康体操②
36 知っ得、納得②
48 ちょっとたまき②

7
00 ビデオレポート①
30 ビデオレポート②

8
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

9 00/30 ビデオレポート①②
10/11 00 特別番組

0 00/30 ビデオレポート①②
1/2 00 特別番組

3
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

4/5 00 特別番組
6 00/30 ビデオレポート①②

7・8 00 特別番組

9
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

10 00/30 ビデオレポート①②
11・0 00 特別番組

1
00/30 玉城オリジナル健康体操①②
06/36 知っ得、納得①②
18/48 ちょっとたまき①②

2 00 番組終了

議会放送
（議会終了まで）

閉会後再放送

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

ビデオレポート（毎週土曜日更新）

【１０月２６日】	 ◦町民体育祭
【1１月　２日】	 ◦２歳児のあそび（下保）
【1１月　９日】	 ◦秋の田丸城跡クリーン作戦
【1１月１６日】	 ◦文化祭（田小）
【1１月２３日】	 ◦ＴＭＭフェス

文字情報『ちょっとたまき』（毎週土曜日更新）

特別番組（毎月１・16日更新）

【１１月　１日～１５日】
•田丸神社神輿渡御

【１１月１６日～３０日】
•第４回福寿学級

知っ得、納得（毎月５・20日更新）

【１１月　５日～ １２月　４日】
•インフルエンザの予防について

【１１月２０日～ １２月１９日】
•未定

議会放送（終了まで）

町議会が開催される当日午後９時から録画放送。
また、議会閉会後、翌日午前９時から再放送をします。

○ 番組に関するお問合せ…
役場総務課　電話（５８）８２００

○ 放送に関するお問合せ…
㈱アイティービー　電話（２７）０７００

注意：番組は予告なく変更する場合がありますのでご了承ください。
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玉城町役場は8：30am～7：00pmまで開庁しています。住民票、所得証明、各種申請、相談などにご利用ください。

診療内容のお知らせ	 玉城町国民健康保険玉城病院（58）3039

診 療 時 間　午前８時45分～正午
　　　　　　　午後３時〜５時
受 付 時 間　午前８時～11時45分
　　　　　　　（皮膚科は11時30分まで）
　　　　　　　午後２時30分～４時45分

総合相談窓口　面談	 　受付でお申込みください。
電話相談　午前９時～午後４時　（58）3039

ご 案 内　①午後は回診・検査・手術のために診療時間が遅れることがあります。
②学会等の都合により休診または担当医が変わることがあります。

曜日
診療科目 月 火 水 木 金 土・日・祝日

午前
8：45 ～
12：00

内　　科 三重大学
循環器内科 循環器内科 三重大学

循環器内科

休診

外　　科 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

三重大学
外科

総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長 矢田副院長

特殊外来
三重大学

皮膚科
９：00～12：00

三重大学
眼科

9：00～11：30

午後
3：00 ～

5：00

外　　科 野口 総合診療
本泉院長

総合診療
本泉院長

三重大学
外科

総合診療
本泉院長

整形外科 矢田副院長 矢田副院長

夜間・土日・祝日の急病診療は、医師・看護師不足とレントゲン・検査ができないため、お断りする場合がありますのでご了承ください。
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■玉城町役場
TEL 58-8200	 FAX 58-4494

●総務課	 TEL 58-8200
●税務住民課	 TEL 58-8201
●生活福祉課	 TEL 58-8203
●産業振興課	 TEL 58-8204
●建設課	 TEL 58-8205
●上下水道課	 TEL 58-8207
●出納室	 TEL 58-8210
●議会事務局	 TEL 58-8211
●教育委員会（村山龍平記念館）
TEL 58-8212	 FAX 58-7588

休日・夜間当直室　TEL 58-8213

■玉城病院
TEL 58-3039	 FAX 58-7299

■ケアハイツ玉城
●介護老人保健施設
TEL 58-3770	 FAX 58-3790

●訪問看護ステーション	 TEL 58-8117●訪問介護ステーション	
●居宅介護支援事業所	TEL 58-8822
■地域包括支援室（地域包括支援センター）
TEL 58-7373	 FAX 58-7625

■保健福祉会館（子育て総合支援室）
TEL 58-8000	 FAX 58-8688

■さくら児童館
TEL 58-8527	 FAX 58-8528

伊勢市休日・夜間応急診療所（内科・小児科）の案内
住　　所：伊勢市八日市場町13-1 伊勢市福祉健康センター内　電話番号：0596-25-8795
診 療 日：平日夜間、日曜、祝日
診療時間：昼間　午前10時～正午・午後１時～５時　　夜間　午後７時30分～10時
三重県地域救急医療情報センターコールセンター：電話０５９６－２８－１１９９

看護師・看護助手募集中�
※詳しくは玉城病院へお問合せください。

有 料 広 告 有 料 広 告

●車いすに乗ったまま乗降できます。
●貸出します 車椅子、ストレッチャー（介助料として）

▪車いす…無料　 ▪ストレッチャー…1回 1,000円
▪リクライニング車いす…1回 500円

●通院・転院又は買い物・冠婚葬祭 等 利用できます。
●初乗り 1.5kmまで630円 以後303ｍまでごとに100円

▪時速10km以下の場合 110秒までごとに100円
▪送迎回送料 1回100円　▪時間制・貸切もあります。

☎ 

福祉タクシー やまや福祉タクシー やまや

■梅がおか児童館
TEL 58-8345	 FAX 58-8346

■いなほの郷児童クラブ室
TEL 58-3956	 FAX 58-3956

■つつじが丘児童クラブ室
TEL 58-7699	 FAX 58-7699

■中央公民館
TEL 58-6331	 FAX 58-7755

■アスピア玉城
●玉城ふれあいの館
TEL 58-8800	 FAX 58-8801

●ふるさと味工房アグリ
TEL 58-8686	 FAX 58-8687

■社会福祉協議会
TEL 58-6915	 FAX 58-6916

■元気バス	 TEL 58-8181

福祉会館まで
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